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PHOTO　3/23　五稜地区での融雪剤散布作業
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農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
猛
威
を

振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
、

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直

し
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
当
Ｊ
Ａ
で
は
引

き
続
き
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
を
軸

と
し
た
労
働
力
確
保
対
策
や
適
正
な
輪

作
体
系
の
維
持
に
努
め
、
安
全
・
安
心

な
食
料
の
安
定
供
給
と
持
続
可
能
な
農

業
の
推
進
、
生
産
資
材
の
安
価
供
給
な

ど
、
地
域
農
業
に
根
差
し
た
Ｊ
Ａ
事
業

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

総
代
会
は
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
結

集
す
る
Ｊ
Ａ
の
最
高
意
思
決
定
機
関
で

す
。
総
代
各
位
の
建
設
的
な
ご
意
見
を

頂
き
た
く
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

●
日　
時　
令
和
４
年
４
月
６
日
㈬

　
　
　
　
　
９
：
０
０
開
会

　
　
　
　
（
受
付
は
８
：
３
０
か
ら
）

●
場　
所　
美
瑛
町
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
　
農
業
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
３
階
大
会
議
室

●
お
願
い　
当
日
は
日
当
を
支
給
い
た

し
ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
の
た
め
、
マ
ス

ク
着
用
と
手
指
の
消
毒
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
議
案

決
算
報
告　
　

令
和
３
年
度
貸
借
対
照

表
、
損
益
計
算
書
、
お

よ
び
注
記
表
な
ら
び
に

会
計
監
査
人
お
よ
び
監

事
の
監
査
報
告
に
つ
い

て

議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度
事
業
報
告
、

剰
余
金
処
分
案
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て　
　

議
案
第
３
号　

令
和
４
年
度
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

賦
課
金
の
賦
課
お
よ
び

徴
収
方
法
に
つ
い
て

議
案
第
５
号　

役
員
報
酬
の
支
給
に
つ

い
て

議
案
第
６
号　

退
任
役
員
に
対
す
る
役

員
退
職
慰
労
金
の
支
給

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

◆
報
告
事
項　

１
．
労
働
保
険
事
務
組
合
の
令
和
３
年

度
徴
収
・
納
付
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

２
．
労
働
保
険
事
務
組
合
事
務
処
理
規

程
の
一
部
改
定
に
つ
い
て

３
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
の
変
更
に

つ
い
て

4
月
６
日
㈬ 

第
71
回
通
常
総
代
会
で
す

4
月
６
日
㈬ 

第
71
回
通
常
総
代
会
で
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影

響
に
よ
り
、
北
海
道
に
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
が
適
用
さ
れ
て
か
ら
約
２
カ
月
が

経
過
し
て
も
、
新
規
感
染
者
数
は
高
止
ま

り
の
ま
ま
。
こ
の
影
響
を
受
け
、
各
生
産

部
会
で
は
、
春
耕
期
を
控
え
た
生
産
者
の

健
康
を
第
一
に
考
え
、
引
き
続
き
書
面
に

よ
る
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
か
ら
３
月
18
日
に
か
け
て
議

案
が
発
送
さ
れ
た
の
は
、
白
金
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
生
産
部
会
、
稲
作
生
産
部
会
、
ニ
ン

ジ
ン
生
産
部
会
、
百
合
根
生
産
部
会
で
、

各
部
会
と
も
、
議
決
結
果
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

各
部
会
員
へ
送
信
さ
れ
ま
し
た
。
白
金
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
部
会
、
ニ
ン
ジ
ン
生
産

部
会
、
百
合
根
生
産
部
会
で
は
役
員
の
改

選
が
あ
り
、
改
選
後
の
役
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

部 会 長

副部会長

監　　事

〃

柿　崎　紀　宏

近　藤　富　治

小　原　和　彦

鈴　木　福太郎

コン ドウ トミ ジ

オ バラ カズ ヒコ

スズ キ フク タ ロウ

ニンジン生産部会

カキ ザキ ノリ ヒロ

部 会 長

副部会長

理　　事

〃

監　　事

〃

遠　藤　和　明

小　泉　哲　也

小　原　和　彦

藤　原　　　要

照　本　剛　剰

佐　渡　志　郎

コ イズミ テツ ヤ

オ バラ カズ ヒコ

フジ ワラ カナメ

テル モト ツヨ ノリ

サ ド シ ロウ

百合根生産部会 

エン ドウ カズ アキ

部 会 長

副部会長

副部会長

理　　事

〃

丹　野　　　勉

黒　澤　直　也

沢　尻　朋　希

斉　藤　雅　司

大　波　太　郎

クロ サワ ナオ ヤ

サワ ジリ トモ キ

サイ トウ マサ シ

オオ ナミ タ ロウ

白金アスパラガス生産部会

タン ノ ツトム

理　　事

〃

〃

監　　事

〃

太　田　　　收

本　山　忠　寛

栁　原　孝　泰

酒　本　和　明

白　木　祐　二

モト ヤマ タダ ヒロ

ヤナギ ハラ タカ ヤス

サケ モト カズ アキ

シラ キ ユウ ジ

オオ タ オサム

各
生
産
部
会
が
書
面
に
て
定
期
総
会

令
和
４
年
度
の
事
業
方
針
決
定
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焦点

　毎日のように目にする、ロシアによるウクラ

イナ侵攻のニュース。子どもや一般市民の犠牲

も出ているなど、悲しい知らせを聞くたびに胸

が塞がる思いがします。

　この原稿を作成している3月18日現在では、

複数回の停戦交渉が両国の間で行われています

が、未だにはかばかしい成果に至っていません。

　世界有数の産油国であるロシア。そして両国

は、合わせて世界の小麦のシェア3割を占める、

穀物の輸出国です。そのような国同士の衝突は、

原油価格や穀物価格の高騰といった形でも国際

社会に大きな影響を及ぼしています。

　日本国内でも、様々な原料の高騰に伴う食料

品の値上げが続き、家計を直撃しています。ま

た、原油価格の高騰が続けば、この先農作業が

本格化する中で、農家経済にも深刻な影響を及

ぼします。

　相次ぐ食料品の値上げや、国際情勢が不安に

なる中、改めて思うことは、やはり自分たちの

食べるものは自分たちの国で作る「国消国産」

の重要性です。他国の情勢に振り回されず、安

定した食生活を続けられるよう、自国の食料生

産の強化が今こそ必要ではないでしょうか。

　一刻も早く、世界が平和を取り戻すことを願

ってやみません。

ウクライナ侵攻で改めて考える
「国消国産」の重要性
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び
え
い
の
ラ
ス
ク
が
、
美
瑛
町
独
自
の

基
準
で
厳
選
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
ド
「
ビ
エ
イ

テ
ィ
フ
ル
」
の
23
番
目
の
認
定
商
品
と
な

り
、
３
月
７
日
に
役
場
応
接
室
に
て
認
定

証
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

丘
の
ま
ち
び
え
い
活
性
化
協
会
の
代
表

理
事
で
あ
る
角
和
町
長
か
ら
認
定
証
を
受

け
取
っ
た
真
田
専
務
は
、
「
ブ
ラ
ン
ド
の

認
定
を
受
け
た
こ
と
で
、
よ
り
一
層
消
費

者
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
邁
進
し
た

い
」
と
認
定
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

認定を記念して

　

お
得
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
の
Ｊ
Ａ
カ
ー

ド
を
も
っ
と
広
め
た
い
。
金
融
部
貯
金
課

が
、
３
月
７
日
〜
９
日
に
か
け
て
、
ホ
ク

レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
入
口
に
て
、
Ｊ
Ａ

カ
ー
ド
の
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
そ
の
場
で
予
約

を
い
た
だ
い
た
方
に
全
農
商
品
券
、
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
方
に
、
よ

り
ぞ
う
の
今
治
タ
オ
ル
ハ
ン
カ
チ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
。
来
場
者
は
、
よ
り
ぞ
う
の
ハ
ン

カ
チ
に
「
か
わ
い
い
」
と
目
を
細
め
て
い

ま
し
た
。

ご来場ありがとうございました！

び
え
い
の
ラ
ス
ク
が

ビ
エ
イ
テ
ィ
フ
ル
認
定
！

Ｊ
Ａ
カ
ー
ド
推
進

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

ま
い
し
ん
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地
域
農
業
の
中
核
的
な
担
い
手
と
し
て

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
農
業
者
が
認
定
さ
れ

る
「
北
海
道
農
業
士
」
に
、
美
沢
共
生
の

中
野
隼
太
さ
ん
が
認
定
さ
れ
、
認
定
証
の

授
与
式
が
、
３
月
６
日
に
美
瑛
町
役
場
応

接
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
角
和
町
長
や
鹿
野
普
及
セ
ン

タ
ー
大
雪
支
所
長
、
上
川
地
区
北
海
道
指

導
農
業
士
農
業
士
会
の
尾
形
会
長
も
お
祝

い
に
駆
け
付
け
ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
、
認
定
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
！ 美

沢・中
野
隼
太
さ
ん
が

北
海
道
農
業
士
に
認
定

参　　与

松本　陽介
〈コタン・美馬牛〉

マツモト ヨウスケ

常任理事

上村　　陸
〈宇莫別・郎根内〉

ウエムラ リク

ブロック長理事

宮島　翔真
〈宇莫別・郎根内〉

ミヤジマ ショウマ

部　　長

浦島　康平
〈北台・旭〉

ウラシマ コウヘイ

監　　事

河村　将寿
〈北台・旭〉

カワムラ マサトシ

ブロック長理事

長谷川　翔
〈北台・旭〉

ハセガワ ショウ

常任理事

遠藤　俊貴
〈東瑛・美沢〉

エンドウ トシキ

ブロック長理事

周東　直輝
〈コタン・美馬牛〉

シュウトウ ナオキ

部　　長

江花　　恵
エバナ メグミ

監　　事

有富　幸子
アリトミ サチコ

部　　長

外山 詩緒理
トヤマ シオリ

監　　事

遠藤 有香里
エンドウ ユカリ

常任理事

鎌上　拓也
〈コタン・美馬牛〉

カマガミ タクヤ
副　部　長

坂田　敬太
〈東瑛・美沢〉

サカタ ケイタ

ブロック長理事

平間　喬大
〈東瑛・美沢〉

ヒラマ キョウタ

　

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
・
報
徳
社
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
を
考
慮
し
、
書
面
議
決
で
の
定
期
総
会
が
、
２
月
の
後
半
に
か
け
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

総
会
資
料
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
な
が
ら
も
懸
命
に
続
け
た
事
業
を
振
り
返
っ
た

ほ
か
、
新
年
度
の
事
業
内
容
・
方
針
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
青
年
部
・
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
セ
ス
会
で
は
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
女
性
部

は
令
和
３
年
度
の
役
員
が
再
任
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
各
組
織
の
新
役
員
は
、
以
下

の
通
り
で
す
。

※

敬
称
略

※

〈
　
　
〉　
は
ブ
ロ
ッ
ク
名

令
和
４
年
度　
『
青
年
部
』役
員

令
和
４
年
度　
『
青
年
部
』役
員

令和4年度
『女性部』役員

令和4年度
『女性部』役員

令和4年度
『フレッシュミセス会』役員

令和4年度
『フレッシュミセス会』役員

青
年
部・Ｆ
ミ
セ
ス
会
で
役
員
が
交
代

書
面
議
決
で

　

定
期
総
会
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第
67
回
　
地
区
懇
談
会

第
67
回
　
地
区
懇
談
会

第
67
回
　
地
区
懇
談
会

◇
◆ 

総
務
部 

◆
◇

　
　

出
資
金
に
つ
い
て
、
増
口
要
望
基

準
額
の
算
定
に
酪
農
に
関
す
る
基
準
が

な
い
が
、
畜
産
を
営
む
組
合
員
の
出
資

金
額
は
妥
当
な
の
か
。

　
　

畜
産
農
家
に
つ
い
て
も
、
規
模
拡
大

に
よ
り
草
地
面
積
や
農
業
収
入
が
増
大
し

た
場
合
に
は
、
同
様
に
出
資
増
口
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
（
Ｒ
４
．
２
月
末
出

資
金
額
畜
産
平
均
１
，
８
６
０
千
円
、
耕

種
平
均
１
，
１
４
７
千
円
）

　
　

広
報
誌
の
内
容
を
お
知
ら
せ
記
事

ば
か
り
で
な
く
、
も
っ
と
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
。

　
　

広
報
誌
は
Ｊ
Ａ
事
業
や
取
り
組
み
を

理
解
い
た
だ
く
役
割
が
あ
る
た
め
、
お
知

ら
せ
や
報
告
事
項
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

広
報
誌
編
集
委
員
会
に
お
い
て
内
容
の
充

実
に
向
け
、
定
期
的
に
協
議
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
活
用
に
つ
い
て
、

農
薬
・
肥
料
の
取
り
ま
と
め
を
手
書
き

の
複
写
様
式
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク

ト
で
申
し
込
み
が
で
き
な
い
か
。
最
低

限
エ
ク
セ
ル
で
の
や
り
取
り
で
も
い
い

し
Ｊ
Ａ
も
集
計
し
や
す
い
と
思
う
。
購

買
部
に
限
ら
ず
取
り
ま
と
め
関
連
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
全
部
署
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

利
便
性
向
上
に
向
け
、
各
部
で
の
配

信
が
で
き
る
よ
う
順
次
、
調
整
中
で
あ
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。
体
制
整
備
後
は
速
や

か
に
周
知
い
た
し
ま
す
。

　
　

昨
年
末
ご
ろ
に
退
職
役
員
の
道
外

研
修
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
既
存

役
員
の
道
外
・
海
外
研
修
は
必
要
だ
と

理
解
し
て
い
る
が
、
賦
課
金
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
情
勢
等
を
考
慮
し
て
も
必
要
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

役
員
は
在
任
中
は
も
ち
ろ
ん
、
退
任

後
も
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
て
の
特
段
の
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
資
質

向
上
と
知
見
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
相
応

の
自
己
負
担
を
い
た
だ
き
研
修
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

コ
ロ
ナ
等
の
情
勢
を
勘
案
し
、
検
討
い
た

し
ま
す
。

◇
◆ 

金
融
部 

◆
◇

　
　

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
入
り
口
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
手
数
料
が
土
日
も
無
料
で
利
用
で

き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
コ
ン
ビ
ニ
で

は
手
数
料
が
掛
か
り
今
後
も
継
続
し
て

ほ
し
い
。

　
　

昨
年
10
月
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
提
携
先
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
取
引
手
数

料
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
無
料
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
休
日
営
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
組
合

員
お
よ
び
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
今
後
も
現
在
稼
動
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
休
日
営
業
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

◇
◆ 

共
済
部 

◆
◇

　
　

賦
課
金
を
改
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
全
組
合
員
が
対
象
と
な
る
共
済
部

の
人
間
ド
ッ
ク
・
巡
回
ド
ッ
ク
の
助
成

が
廃
止
に
な
る
の
は
、
組
合
員
の
営
農

に
は
健
康
が
第
一
と
言
い
な
が
ら
、
矛

盾
し
て
い
な
い
か
。

　
　

過
去
の
背
景
か
ら
各
種
検
診
業
務
の

受
付
等
を
、
共
済
部
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
賦
課
金
や
営
農
改
善
費
の
見
直
し

に
よ
り
助
成
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
健
康
管
理
は
営
農
を
営
む
上
で
Ｊ

Ａ
全
体
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た

め
、
受
診
率
向
上
に
向
け
、
別
途
対
策
を

検
討
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
◆ 

営
農
部 

◆
◇

　
　

営
農
改
善
指
導
費
の
地
力
維
持
対

策
費
は
幅
広
い
組
合
員
が
対
象
と
な
り
、

今
後
は
減
額
を
す
る
の
で
は
な
く
内
容

を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

中
山
間
事
業
の
見
直
し
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
の
負
担
割
合
が
変
更
と
な
り
Ｊ
Ａ
負

担
が
減
少
し
た
と
い
う
内
容
で
す
。
事
業

執
行
自
体
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

中
山
間
事
業
の
電
気
牧
柵
支
援
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
再
検

討
に
向
け
て
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　
　

中
山
間
事
業
予
算
配
分
に
お
い
て
町

と
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
国

費
に
よ
る
支
援
を
含
め
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

◇
◆ 

賦
課
金
関
連 

◆
◇

　
　

賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
昨

年
の
干
ば
つ
被
害
や
石
油
製
品
・
資
材

等
の
高
騰
で
状
況
が
悪
い
時
に
上
げ
る

の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
。
耕
作
面
積

割
の
倍
額
と
施
設
ハ
ウ
ス
割
の
新
設
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
段
階
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
。

　
　

当
初
、
営
農
指
導
事
業
費
の
収
支
を

安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
６
０
，
０
０
０
千

円
か
ら
８
０
，
０
０
０
千
円
強
の
引
き
上

げ
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
経
営

の
継
続
的
な
経
費
抑
制
等
を
前
提
に
、
営

農
指
導
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
収
支
差
額

の
半
減
を
目
標
値
と
し
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
と
経
費
抑
制
努
力
に
よ
る
過
去
２
年

間
の
数
値
を
参
考
に
、
約
１
／
２
の
抑
制

を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
３
５
，

０
０
０
千
円
程
度
の
増
額
を
検
討
し
た
経

過
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

耕
作
面
積
割
の
施
設
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
、
大
玉
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
に
20
円
／

㎡
と
す
る
具
体
的
根
拠
を
教
え
て
頂
き

た
い
。
資
材
高
騰
に
よ
り
、
ト
マ
ト
農

家
の
所
得
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

現
状
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
　

令
和
３
年
度
の
賦
課
基
準
と
し
て
、

畑
作
生
産
者
の
平
均
耕
作
面
積
割
が
28
ｈ

ａ
で
７
２
，
８
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
大
玉
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
１
戸
30

ａ
（
９
０
０
坪
）
を
基
準
と
し
て
換
算
し
、

ト
マ
ト
だ
け
で
６
０
，
０
０
０
円
と
試
算

し
比
較
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

近
年
の
主
食
用
米
の
価
格
下
落
や
、

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
改
正
を

踏
ま
え
て
、
耕
作
面
積
割
の
田
と
畑
が

同
じ
割
合
で
上
が
る
の
は
水
稲
農
家
に

と
っ
て
大
変
厳
し
い
の
で
、
再
度
公
平

性
を
考
え
て
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
19
年
に
調
整
し
た
経
過
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

賦
課
金
を
増
額
す
る
な
ら
ば
、
ハ

ウ
ス
助
成
に
対
し
て
既
存
の
も
の
に
助

成
を
行
う
な
ど
、
条
件
緩
和
を
併
せ
て

検
討
願
い
た
い
。

　
　

以
前
に
も
、
更
新
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
に
お

い
て
は
、
ト
マ
ト
作
付
面
積
維
持
の
た
め
、

あ
ら
た
め
て
要
望
調
査
等
を
行
い
、
検
討

い
た
し
ま
す
。

　
　

賦
課
金
を
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
家

畜
割
も
含
め
全
体
を
改
定
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　
　

営
農
指
導
事
業
費
の
畜
産
関
係
に
お

い
て
は
、
昨
年
に
限
り
、
良
質
堆
肥
生
産

に
向
け
て
撹
拌
機
導
入
の
た
め
、
費
用
が

増
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
賦
課
金
徴
収
額
で
ほ
ぼ
賄

え
る
た
め
、
据
え
置
き
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

賦
課
金
を
上
げ
る
以
前
に
改
善
策

は
無
か
っ
た
の
か
。
営
農
改
善
費
の
収

支
に
見
合
う
支
出
を
し
て
は
ど
う
か
。

よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

事
業
管
理
費
等
、
経
費
抑
制
に
努
め

た
経
過
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

◇
◆ 

畜
産
部 

◆
◇

　
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。

人
材
育
成
す
る
期
間
が
短
く
新
人
育
成

が
難
し
い
。
人
材
育
成
施
設
等
で
長
期

研
修
等
を
さ
せ
た
い
。
何
か
助
成
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
対
策
し
て
ほ
し
い
。

　
　

関
係
機
関
よ
り
情
報
提
供
を
受
け
、

各
種
事
業
を
活
用
し
て
研
修
機
関
を
利
用

し
た
基
礎
研
修
の
受
講
を
推
進
し
、
新
人

ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
を
図
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ほ
と
ん
ど
の
牛
舎
設
備
等
で
電
力

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
落
雷
に
よ
る

停
電
が
あ
る
と
作
業
に
支
障
が
で
る
。

避
雷
針
な
ど
を
設
置
す
る
対
策
は
で
き

な
い
か
。

　
　

町
行
政
に
協
力
を
仰
ぎ
、
方
策
を
検

討
い
た
し
ま
す
。

◇
◆ 

販
売
部 

◆
◇

　
　

小
麦
か
ら
豆
類
へ
の
作
付
誘
導
を

推
進
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
等
も
あ
り

小
麦
の
作
付
面
積
を
減
ら
せ
な
い
中
で
、

施
設
の
増
強
や
今
後
の
小
麦
作
付
過
剰

対
策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

施
設
増
強
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
建
設
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
こ
と
等
か
ら
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
連
作
に

よ
る
品
質
・
収
量
の
低
下
回
避
に
向
け
て

も
、
大
豆
や
馬
鈴
薯
等
へ
の
転
換
に
よ
り

小
麦
作
付
抑
制
に
よ
る
輪
作
体
系
の
見
直

し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

加
工
野
菜
に
つ
い
て
加
工
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
補
助
事
業
完
了
に
よ
る
面

積
維
持
や
、
加
工
馬
鈴
薯
の
カ
ル
ビ
ー

ポ
テ
ト
契
約
の
価
格
上
昇
等
を
踏
ま
え

て
、
び
え
い
フ
ー
ズ
㈱
と
の
価
格
交
渉

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

び
え
い
フ
ー
ズ
㈱
と
継
続
的
に
価
格

交
渉
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
作
物

と
も
事
業
終
了
時
に
は
、
作
付
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

か
ら
価
格
交
渉
が
難
航
し
て
い
ま
す
。
加

工
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
も
、
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
決
定
次
第
取
引
要

領
を
含
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
の
増
反
推
進
を
し
て
い
る

が
受
入
体
制
が
大
丈
夫
な
の
か
疑
問
で

あ
る
。
夏
期
の
高
温
時
に
お
け
る
選
果

場
の
原
料
保
管
に
つ
い
て
品
質
劣
化
を

防
ぐ
受
入
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

　
　

出
荷
順
毎
に
選
果
す
る
よ
う
選
果
場

担
当
者
と
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
出
荷
ピ

ー
ク
時
の
高
温
対
策
を
検
討
し
取
り
組
み

ま
す
。

　
　

販
売
部
品
目
担
当
者
に
つ
い
て
、

最
近
は
品
目
担
当
者
の
担
当
年
数
が
短

い
た
め
販
売
力
の
増
強
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
担
当
経
験
者
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
等
、
タ
ッ
グ
体
制
を
活
か
し
販
売
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

各
生
産
部
会
で
の
営
農
改
善
費
に

つ
い
て
、
道
外
研
修
等
で
の
個
人
負
担

割
合
に
大
き
く
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　

各
部
会
研
修
内
容
を
再
確
認
し
、
引

き
続
き
個
人
負
担
割
合
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

◇
◆ 

購
買
部 

◆
◇

　
　

予
約
取
り
ま
と
め
農
薬
の
奨
励
金

措
置
に
つ
い
て
、
返
品
率
に
応
じ
た
返

戻
が
目
減
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ

と
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
は
需
要
期
の
対
応
可
能

な
在
庫
を
確
保
し
、
組
合
員
は
返
品
は

し
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
で
余
剰
な

申
し
込
み
を
し
な
い
等
の
啓
蒙
を
呼
び

か
け
、
お
互
い
に
必
要
な
在
庫
管
理
の

徹
底
に
努
め
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　

農
薬
返
品
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

今
回
か
ら
返
品
の
割
合
に
応
じ
て
奨
励
金

の
率
を
見
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
当
用
期
に
つ
い
て
は
特
別

な
も
の
を
除
き
在
庫
を
切
ら
さ
な
い
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

農
薬
推
進
時
に
も
適
正
な
数
量
で
の
注
文

に
つ
い
て
啓
蒙
を
行
う
等
、
対
応
に
向
け

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
産
資
材
課
の
繁
忙
期
対
応
に
つ

い
て
連
休
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
等
）

の
対
応
を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら

８
月
ま
で
の
繁
忙
期
対
応
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
９
月
に
つ
い
て
は
利
用
件
数
の

減
少
か
ら
数
年
前
よ
り
８
月
ま
で
に
短
縮

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
連
休
対
応
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
繁
忙
期
対
応
の
日
程
が
決
ま

り
次
第
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
来
年
以
降
の
日
程
に
つ
い
て

は
利
用
状
況
を
考
慮
し
改
め
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
工
場
に
つ
い
て
、

機
械
修
理
等
を
依
頼
す
る
際
に
対
応
で

き
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
人
員
の
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
研
修
セ
ン
タ

ー
で
使
用
し
て
い
る
工
具
・
機
械
や
溶

接
機
も
古
い
た
め
新
し
い
工
具
・
機
械

を
更
新
し
て
ほ
し
い
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
知
人
等
、
経
験
年

数
が
あ
る
方
の
求
人
募
集
を
し
て
お
り
ま

す
。
組
合
員
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
、
人
員
の
確
保
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
機
械
や
溶
接
機
等
に
つ
い
て
古
い

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
使
用
可
能
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
額
な
機
械
に
も

な
る
の
で
新
品
・
中
古
な
ど
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
自
主
整
備
に

お
い
て
整
備
工
場
の
空
き
情
報
等
を
周

知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
た
研
修
セ

ン
タ
ー
利
用
状
況
な
ど
を
周
知
出
来
る
よ

う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

農
繁
期
に
携
行
缶
で
ガ
ソ
リ
ン
を

購
入
し
た
い
と
き
に
、
大
町
セ
ル
フ
で

の
対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
組
合
員
に
周

知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

大
町
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
携
行
缶

へ
の
給
油
対
応
は
現
在
で
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
大
町
で
の
携
行
缶
へ
の
給
油
は
、

有
資
格
者
が
給
油
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ス
タ
ン
ド
ス
タ

ッ
フ
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
等
を
携
帯
電
話
ア

プ
リ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
で
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
た
情
報
提

供
に
つ
い
て
今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。

膝
を
交
え
て
の
対
話

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

３
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
、
第
67
回
地
区
懇
談

会
が
開
催
さ
れ
、
20
カ
所
の
会
場
に
役
職
員
が
お
伺
い

し
ま
し
た
。
ご
出
席
い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
さ
ま
よ

り
、
貴
重
な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
伺
い
い
た
し
ま
し

た
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

ＱＡＱＡ

ＱＡＱ

ＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡＱＡ
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◇
◆ 

総
務
部 

◆
◇

　
　

出
資
金
に
つ
い
て
、
増
口
要
望
基

準
額
の
算
定
に
酪
農
に
関
す
る
基
準
が

な
い
が
、
畜
産
を
営
む
組
合
員
の
出
資

金
額
は
妥
当
な
の
か
。

　
　

畜
産
農
家
に
つ
い
て
も
、
規
模
拡
大

に
よ
り
草
地
面
積
や
農
業
収
入
が
増
大
し

た
場
合
に
は
、
同
様
に
出
資
増
口
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
（
Ｒ
４
．
２
月
末
出

資
金
額
畜
産
平
均
１
，
８
６
０
千
円
、
耕

種
平
均
１
，
１
４
７
千
円
）

　
　

広
報
誌
の
内
容
を
お
知
ら
せ
記
事

ば
か
り
で
な
く
、
も
っ
と
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
。

　
　

広
報
誌
は
Ｊ
Ａ
事
業
や
取
り
組
み
を

理
解
い
た
だ
く
役
割
が
あ
る
た
め
、
お
知

ら
せ
や
報
告
事
項
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

広
報
誌
編
集
委
員
会
に
お
い
て
内
容
の
充

実
に
向
け
、
定
期
的
に
協
議
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
活
用
に
つ
い
て
、

農
薬
・
肥
料
の
取
り
ま
と
め
を
手
書
き

の
複
写
様
式
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク

ト
で
申
し
込
み
が
で
き
な
い
か
。
最
低

限
エ
ク
セ
ル
で
の
や
り
取
り
で
も
い
い

し
Ｊ
Ａ
も
集
計
し
や
す
い
と
思
う
。
購

買
部
に
限
ら
ず
取
り
ま
と
め
関
連
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
全
部
署
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

利
便
性
向
上
に
向
け
、
各
部
で
の
配

信
が
で
き
る
よ
う
順
次
、
調
整
中
で
あ
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。
体
制
整
備
後
は
速
や

か
に
周
知
い
た
し
ま
す
。

　
　

昨
年
末
ご
ろ
に
退
職
役
員
の
道
外

研
修
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
既
存

役
員
の
道
外
・
海
外
研
修
は
必
要
だ
と

理
解
し
て
い
る
が
、
賦
課
金
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
情
勢
等
を
考
慮
し
て
も
必
要
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

役
員
は
在
任
中
は
も
ち
ろ
ん
、
退
任

後
も
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
て
の
特
段
の
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
資
質

向
上
と
知
見
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
相
応

の
自
己
負
担
を
い
た
だ
き
研
修
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

コ
ロ
ナ
等
の
情
勢
を
勘
案
し
、
検
討
い
た

し
ま
す
。

◇
◆ 

金
融
部 

◆
◇

　
　

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
入
り
口
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
手
数
料
が
土
日
も
無
料
で
利
用
で

き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
コ
ン
ビ
ニ
で

は
手
数
料
が
掛
か
り
今
後
も
継
続
し
て

ほ
し
い
。

　
　

昨
年
10
月
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
提
携
先
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
取
引
手
数

料
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
無
料
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
休
日
営
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
組
合

員
お
よ
び
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
今
後
も
現
在
稼
動
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
休
日
営
業
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

◇
◆ 

共
済
部 

◆
◇

　
　

賦
課
金
を
改
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
全
組
合
員
が
対
象
と
な
る
共
済
部

の
人
間
ド
ッ
ク
・
巡
回
ド
ッ
ク
の
助
成

が
廃
止
に
な
る
の
は
、
組
合
員
の
営
農

に
は
健
康
が
第
一
と
言
い
な
が
ら
、
矛

盾
し
て
い
な
い
か
。

　
　

過
去
の
背
景
か
ら
各
種
検
診
業
務
の

受
付
等
を
、
共
済
部
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
賦
課
金
や
営
農
改
善
費
の
見
直
し

に
よ
り
助
成
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
健
康
管
理
は
営
農
を
営
む
上
で
Ｊ

Ａ
全
体
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た

め
、
受
診
率
向
上
に
向
け
、
別
途
対
策
を

検
討
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
◆ 

営
農
部 

◆
◇

　
　

営
農
改
善
指
導
費
の
地
力
維
持
対

策
費
は
幅
広
い
組
合
員
が
対
象
と
な
り
、

今
後
は
減
額
を
す
る
の
で
は
な
く
内
容

を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

中
山
間
事
業
の
見
直
し
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
の
負
担
割
合
が
変
更
と
な
り
Ｊ
Ａ
負

担
が
減
少
し
た
と
い
う
内
容
で
す
。
事
業

執
行
自
体
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

中
山
間
事
業
の
電
気
牧
柵
支
援
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
再
検

討
に
向
け
て
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　
　

中
山
間
事
業
予
算
配
分
に
お
い
て
町

と
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
国

費
に
よ
る
支
援
を
含
め
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

◇
◆ 

賦
課
金
関
連 

◆
◇

　
　

賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
昨

年
の
干
ば
つ
被
害
や
石
油
製
品
・
資
材

等
の
高
騰
で
状
況
が
悪
い
時
に
上
げ
る

の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
。
耕
作
面
積

割
の
倍
額
と
施
設
ハ
ウ
ス
割
の
新
設
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
段
階
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
。

　
　

当
初
、
営
農
指
導
事
業
費
の
収
支
を

安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
６
０
，
０
０
０
千

円
か
ら
８
０
，
０
０
０
千
円
強
の
引
き
上

げ
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
経
営

の
継
続
的
な
経
費
抑
制
等
を
前
提
に
、
営

農
指
導
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
収
支
差
額

の
半
減
を
目
標
値
と
し
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
と
経
費
抑
制
努
力
に
よ
る
過
去
２
年

間
の
数
値
を
参
考
に
、
約
１
／
２
の
抑
制

を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
３
５
，

０
０
０
千
円
程
度
の
増
額
を
検
討
し
た
経

過
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

耕
作
面
積
割
の
施
設
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
、
大
玉
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
に
20
円
／

㎡
と
す
る
具
体
的
根
拠
を
教
え
て
頂
き

た
い
。
資
材
高
騰
に
よ
り
、
ト
マ
ト
農

家
の
所
得
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

現
状
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
　

令
和
３
年
度
の
賦
課
基
準
と
し
て
、

畑
作
生
産
者
の
平
均
耕
作
面
積
割
が
28
ｈ

ａ
で
７
２
，
８
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
大
玉
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
１
戸
30

ａ
（
９
０
０
坪
）
を
基
準
と
し
て
換
算
し
、

ト
マ
ト
だ
け
で
６
０
，
０
０
０
円
と
試
算

し
比
較
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

近
年
の
主
食
用
米
の
価
格
下
落
や
、

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
改
正
を

踏
ま
え
て
、
耕
作
面
積
割
の
田
と
畑
が

同
じ
割
合
で
上
が
る
の
は
水
稲
農
家
に

と
っ
て
大
変
厳
し
い
の
で
、
再
度
公
平

性
を
考
え
て
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
19
年
に
調
整
し
た
経
過
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

賦
課
金
を
増
額
す
る
な
ら
ば
、
ハ

ウ
ス
助
成
に
対
し
て
既
存
の
も
の
に
助

成
を
行
う
な
ど
、
条
件
緩
和
を
併
せ
て

検
討
願
い
た
い
。

　
　

以
前
に
も
、
更
新
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
に
お

い
て
は
、
ト
マ
ト
作
付
面
積
維
持
の
た
め
、

あ
ら
た
め
て
要
望
調
査
等
を
行
い
、
検
討

い
た
し
ま
す
。

　
　

賦
課
金
を
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
家

畜
割
も
含
め
全
体
を
改
定
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　
　

営
農
指
導
事
業
費
の
畜
産
関
係
に
お

い
て
は
、
昨
年
に
限
り
、
良
質
堆
肥
生
産

に
向
け
て
撹
拌
機
導
入
の
た
め
、
費
用
が

増
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
賦
課
金
徴
収
額
で
ほ
ぼ
賄

え
る
た
め
、
据
え
置
き
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

賦
課
金
を
上
げ
る
以
前
に
改
善
策

は
無
か
っ
た
の
か
。
営
農
改
善
費
の
収

支
に
見
合
う
支
出
を
し
て
は
ど
う
か
。

よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

事
業
管
理
費
等
、
経
費
抑
制
に
努
め

た
経
過
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

◇
◆ 

畜
産
部 

◆
◇

　
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。

人
材
育
成
す
る
期
間
が
短
く
新
人
育
成

が
難
し
い
。
人
材
育
成
施
設
等
で
長
期

研
修
等
を
さ
せ
た
い
。
何
か
助
成
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
対
策
し
て
ほ
し
い
。

　
　

関
係
機
関
よ
り
情
報
提
供
を
受
け
、

各
種
事
業
を
活
用
し
て
研
修
機
関
を
利
用

し
た
基
礎
研
修
の
受
講
を
推
進
し
、
新
人

ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
を
図
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ほ
と
ん
ど
の
牛
舎
設
備
等
で
電
力

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
落
雷
に
よ
る

停
電
が
あ
る
と
作
業
に
支
障
が
で
る
。

避
雷
針
な
ど
を
設
置
す
る
対
策
は
で
き

な
い
か
。

　
　

町
行
政
に
協
力
を
仰
ぎ
、
方
策
を
検

討
い
た
し
ま
す
。

◇
◆ 

販
売
部 

◆
◇

　
　

小
麦
か
ら
豆
類
へ
の
作
付
誘
導
を

推
進
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
等
も
あ
り

小
麦
の
作
付
面
積
を
減
ら
せ
な
い
中
で
、

施
設
の
増
強
や
今
後
の
小
麦
作
付
過
剰

対
策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

施
設
増
強
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
建
設
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
こ
と
等
か
ら
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
連
作
に

よ
る
品
質
・
収
量
の
低
下
回
避
に
向
け
て

も
、
大
豆
や
馬
鈴
薯
等
へ
の
転
換
に
よ
り

小
麦
作
付
抑
制
に
よ
る
輪
作
体
系
の
見
直

し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

加
工
野
菜
に
つ
い
て
加
工
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
補
助
事
業
完
了
に
よ
る
面

積
維
持
や
、
加
工
馬
鈴
薯
の
カ
ル
ビ
ー

ポ
テ
ト
契
約
の
価
格
上
昇
等
を
踏
ま
え

て
、
び
え
い
フ
ー
ズ
㈱
と
の
価
格
交
渉

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

び
え
い
フ
ー
ズ
㈱
と
継
続
的
に
価
格

交
渉
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
作
物

と
も
事
業
終
了
時
に
は
、
作
付
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

か
ら
価
格
交
渉
が
難
航
し
て
い
ま
す
。
加

工
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
も
、
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
決
定
次
第
取
引
要

領
を
含
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
の
増
反
推
進
を
し
て
い
る

が
受
入
体
制
が
大
丈
夫
な
の
か
疑
問
で

あ
る
。
夏
期
の
高
温
時
に
お
け
る
選
果

場
の
原
料
保
管
に
つ
い
て
品
質
劣
化
を

防
ぐ
受
入
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

　
　

出
荷
順
毎
に
選
果
す
る
よ
う
選
果
場

担
当
者
と
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
出
荷
ピ

ー
ク
時
の
高
温
対
策
を
検
討
し
取
り
組
み

ま
す
。

　
　

販
売
部
品
目
担
当
者
に
つ
い
て
、

最
近
は
品
目
担
当
者
の
担
当
年
数
が
短

い
た
め
販
売
力
の
増
強
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
担
当
経
験
者
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
等
、
タ
ッ
グ
体
制
を
活
か
し
販
売
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

各
生
産
部
会
で
の
営
農
改
善
費
に

つ
い
て
、
道
外
研
修
等
で
の
個
人
負
担

割
合
に
大
き
く
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　

各
部
会
研
修
内
容
を
再
確
認
し
、
引

き
続
き
個
人
負
担
割
合
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

◇
◆ 

購
買
部 

◆
◇

　
　

予
約
取
り
ま
と
め
農
薬
の
奨
励
金

措
置
に
つ
い
て
、
返
品
率
に
応
じ
た
返

戻
が
目
減
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ

と
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
は
需
要
期
の
対
応
可
能

な
在
庫
を
確
保
し
、
組
合
員
は
返
品
は

し
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
で
余
剰
な

申
し
込
み
を
し
な
い
等
の
啓
蒙
を
呼
び

か
け
、
お
互
い
に
必
要
な
在
庫
管
理
の

徹
底
に
努
め
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　

農
薬
返
品
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

今
回
か
ら
返
品
の
割
合
に
応
じ
て
奨
励
金

の
率
を
見
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
当
用
期
に
つ
い
て
は
特
別

な
も
の
を
除
き
在
庫
を
切
ら
さ
な
い
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

農
薬
推
進
時
に
も
適
正
な
数
量
で
の
注
文

に
つ
い
て
啓
蒙
を
行
う
等
、
対
応
に
向
け

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
産
資
材
課
の
繁
忙
期
対
応
に
つ

い
て
連
休
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
等
）

の
対
応
を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら

８
月
ま
で
の
繁
忙
期
対
応
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
９
月
に
つ
い
て
は
利
用
件
数
の

減
少
か
ら
数
年
前
よ
り
８
月
ま
で
に
短
縮

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
連
休
対
応
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
繁
忙
期
対
応
の
日
程
が
決
ま

り
次
第
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
来
年
以
降
の
日
程
に
つ
い
て

は
利
用
状
況
を
考
慮
し
改
め
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
工
場
に
つ
い
て
、

機
械
修
理
等
を
依
頼
す
る
際
に
対
応
で

き
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
人
員
の
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
研
修
セ
ン
タ

ー
で
使
用
し
て
い
る
工
具
・
機
械
や
溶

接
機
も
古
い
た
め
新
し
い
工
具
・
機
械

を
更
新
し
て
ほ
し
い
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
知
人
等
、
経
験
年

数
が
あ
る
方
の
求
人
募
集
を
し
て
お
り
ま

す
。
組
合
員
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
、
人
員
の
確
保
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
機
械
や
溶
接
機
等
に
つ
い
て
古
い

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
使
用
可
能
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
額
な
機
械
に
も

な
る
の
で
新
品
・
中
古
な
ど
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
自
主
整
備
に

お
い
て
整
備
工
場
の
空
き
情
報
等
を
周

知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
た
研
修
セ

ン
タ
ー
利
用
状
況
な
ど
を
周
知
出
来
る
よ

う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

農
繁
期
に
携
行
缶
で
ガ
ソ
リ
ン
を

購
入
し
た
い
と
き
に
、
大
町
セ
ル
フ
で

の
対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
組
合
員
に
周

知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

大
町
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
携
行
缶

へ
の
給
油
対
応
は
現
在
で
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
大
町
で
の
携
行
缶
へ
の
給
油
は
、

有
資
格
者
が
給
油
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ス
タ
ン
ド
ス
タ

ッ
フ
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
等
を
携
帯
電
話
ア

プ
リ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
で
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
た
情
報
提

供
に
つ
い
て
今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。

か
く
は
ん

ＱＡＱＡ

ＱＡＱ

ＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱ

ＡＱＡＱ

ＡＱＡＱＡＱＡ
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　４月は新生活が始まる季節です。当ＪＡにも３名の
新規採用職員がまいりましたので、ご紹介します。よ
ろしくお願いします！

期待の春!期待の春!
令和4年度

新規採用職員の紹介
令和4年度

新規採用職員の紹介

①
東
神
楽
町　

②
旭
川
高
等
技
術
専
門
学

院
自
動
車
整
備
科　

③
漫
画
を
読
む
こ
と

④
餃
子　

⑤
周
り
を
見
て
行
動
し
、
自
分

の
良
さ
を
発
揮
し
て
美
瑛
町
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
。

◆
新
卒
採
用
◆

質
問
事
項　
①
出
身
地　
②
出
身
校　
③
趣
味

　
　
　
　
　
④
好
き
な
食
べ
物

　
　
　
　
　
⑤
入
組
に
あ
た
っ
て
の
意
気
込
み

坪井　泰造
つぼい たいぞう

①
旭
川
市　

②
旭
川
商
業
高
等
学
校　

③
楽
器
演
奏
や
音
楽　

④
グ
ラ
タ
ン

⑤
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
不
安
な
こ
と

や
心
配
な
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

早
く
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
、
少
し
で
も

多
く
の
方
の
役
に
立
て
る
よ
う
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

小澤　陽莉
おざわ ひまり

①
札
幌
市　

②
酪
農
学
園
大
学　

③
運
動

④
刺
身　

⑤
１
日
も
早
く
職
場
に
慣
れ
、

素
直
に
知
識
等
を
吸
収
し
美
瑛
町
に
貢
献

で
き
る
人
材
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

森内　健亮
もりうち けんすけ

◇
◆ 

総
務
部 

◆
◇

　
　

出
資
金
に
つ
い
て
、
増
口
要
望
基

準
額
の
算
定
に
酪
農
に
関
す
る
基
準
が

な
い
が
、
畜
産
を
営
む
組
合
員
の
出
資

金
額
は
妥
当
な
の
か
。

　
　

畜
産
農
家
に
つ
い
て
も
、
規
模
拡
大

に
よ
り
草
地
面
積
や
農
業
収
入
が
増
大
し

た
場
合
に
は
、
同
様
に
出
資
増
口
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
（
Ｒ
４
．
２
月
末
出

資
金
額
畜
産
平
均
１
，
８
６
０
千
円
、
耕

種
平
均
１
，
１
４
７
千
円
）

　
　

広
報
誌
の
内
容
を
お
知
ら
せ
記
事

ば
か
り
で
な
く
、
も
っ
と
充
実
さ
せ
て

ほ
し
い
。

　
　

広
報
誌
は
Ｊ
Ａ
事
業
や
取
り
組
み
を

理
解
い
た
だ
く
役
割
が
あ
る
た
め
、
お
知

ら
せ
や
報
告
事
項
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

広
報
誌
編
集
委
員
会
に
お
い
て
内
容
の
充

実
に
向
け
、
定
期
的
に
協
議
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
理
解
願
い
ま
す
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
の
活
用
に
つ
い
て
、

農
薬
・
肥
料
の
取
り
ま
と
め
を
手
書
き

の
複
写
様
式
で
は
な
く
、
Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク

ト
で
申
し
込
み
が
で
き
な
い
か
。
最
低

限
エ
ク
セ
ル
で
の
や
り
取
り
で
も
い
い

し
Ｊ
Ａ
も
集
計
し
や
す
い
と
思
う
。
購

買
部
に
限
ら
ず
取
り
ま
と
め
関
連
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
全
部
署
対
応
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

利
便
性
向
上
に
向
け
、
各
部
で
の
配

信
が
で
き
る
よ
う
順
次
、
調
整
中
で
あ
り

ご
理
解
願
い
ま
す
。
体
制
整
備
後
は
速
や

か
に
周
知
い
た
し
ま
す
。

　
　

昨
年
末
ご
ろ
に
退
職
役
員
の
道
外

研
修
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
既
存

役
員
の
道
外
・
海
外
研
修
は
必
要
だ
と

理
解
し
て
い
る
が
、
賦
課
金
や
コ
ロ
ナ

禍
で
の
情
勢
等
を
考
慮
し
て
も
必
要
な

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

役
員
は
在
任
中
は
も
ち
ろ
ん
、
退
任

後
も
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
し
て
の
特
段
の
理
解

と
協
力
を
い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
資
質

向
上
と
知
見
を
広
げ
る
た
め
に
も
、
相
応

の
自
己
負
担
を
い
た
だ
き
研
修
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、

コ
ロ
ナ
等
の
情
勢
を
勘
案
し
、
検
討
い
た

し
ま
す
。

◇
◆ 

金
融
部 

◆
◇

　
　

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
入
り
口
の
Ａ

Ｔ
Ｍ
手
数
料
が
土
日
も
無
料
で
利
用
で

き
る
の
は
あ
り
が
た
い
。
コ
ン
ビ
ニ
で

は
手
数
料
が
掛
か
り
今
後
も
継
続
し
て

ほ
し
い
。

　
　

昨
年
10
月
よ
り
、
コ
ン
ビ
ニ
等
の
Ｊ

Ａ
バ
ン
ク
提
携
先
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
取
引
手
数

料
が
有
料
と
な
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
バ
ン

ク
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
、
無
料
を
継
続
し
て
い
ま

す
。
休
日
営
業
に
関
し
ま
し
て
は
、
組
合

員
お
よ
び
利
用
者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
今
後
も
現
在
稼
動
の
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
休
日
営
業
を
継
続
す
る
予
定
で
す
。

◇
◆ 

共
済
部 

◆
◇

　
　

賦
課
金
を
改
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
、
全
組
合
員
が
対
象
と
な
る
共
済
部

の
人
間
ド
ッ
ク
・
巡
回
ド
ッ
ク
の
助
成

が
廃
止
に
な
る
の
は
、
組
合
員
の
営
農

に
は
健
康
が
第
一
と
言
い
な
が
ら
、
矛

盾
し
て
い
な
い
か
。

　
　

過
去
の
背
景
か
ら
各
種
検
診
業
務
の

受
付
等
を
、
共
済
部
で
行
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
賦
課
金
や
営
農
改
善
費
の
見
直
し

に
よ
り
助
成
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
健
康
管
理
は
営
農
を
営
む
上
で
Ｊ

Ａ
全
体
と
し
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
た

め
、
受
診
率
向
上
に
向
け
、
別
途
対
策
を

検
討
い
た
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇
◆ 

営
農
部 

◆
◇

　
　

営
農
改
善
指
導
費
の
地
力
維
持
対

策
費
は
幅
広
い
組
合
員
が
対
象
と
な
り
、

今
後
は
減
額
を
す
る
の
で
は
な
く
内
容

を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

　
　

中
山
間
事
業
の
見
直
し
に
お
い
て
、

Ｊ
Ａ
の
負
担
割
合
が
変
更
と
な
り
Ｊ
Ａ
負

担
が
減
少
し
た
と
い
う
内
容
で
す
。
事
業

執
行
自
体
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

中
山
間
事
業
の
電
気
牧
柵
支
援
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
再
検

討
に
向
け
て
要
望
し
て
ほ
し
い
。

　
　

中
山
間
事
業
予
算
配
分
に
お
い
て
町

と
協
議
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
後
は
国

費
に
よ
る
支
援
を
含
め
て
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

◇
◆ 

賦
課
金
関
連 

◆
◇

　
　

賦
課
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
昨

年
の
干
ば
つ
被
害
や
石
油
製
品
・
資
材

等
の
高
騰
で
状
況
が
悪
い
時
に
上
げ
る

の
は
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
い
。
耕
作
面
積

割
の
倍
額
と
施
設
ハ
ウ
ス
割
の
新
設
を

行
う
の
で
あ
れ
ば
段
階
的
に
行
っ
て
ほ

し
い
。

　
　

当
初
、
営
農
指
導
事
業
費
の
収
支
を

安
定
化
さ
せ
る
た
め
、
６
０
，
０
０
０
千

円
か
ら
８
０
，
０
０
０
千
円
強
の
引
き
上

げ
を
検
討
い
た
し
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
経
営

の
継
続
的
な
経
費
抑
制
等
を
前
提
に
、
営

農
指
導
事
業
費
に
つ
い
て
は
、
収
支
差
額

の
半
減
を
目
標
値
と
し
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
と
経
費
抑
制
努
力
に
よ
る
過
去
２
年

間
の
数
値
を
参
考
に
、
約
１
／
２
の
抑
制

を
図
り
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
３
５
，

０
０
０
千
円
程
度
の
増
額
を
検
討
し
た
経

過
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
　

耕
作
面
積
割
の
施
設
ハ
ウ
ス
に
つ

い
て
、
大
玉
ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
に
20
円
／

㎡
と
す
る
具
体
的
根
拠
を
教
え
て
頂
き

た
い
。
資
材
高
騰
に
よ
り
、
ト
マ
ト
農

家
の
所
得
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る

現
状
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

　
　

令
和
３
年
度
の
賦
課
基
準
と
し
て
、

畑
作
生
産
者
の
平
均
耕
作
面
積
割
が
28
ｈ

ａ
で
７
２
，
８
０
０
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
大
玉
ト
マ
ト
に
つ
い
て
は
、
１
戸
30

ａ
（
９
０
０
坪
）
を
基
準
と
し
て
換
算
し
、

ト
マ
ト
だ
け
で
６
０
，
０
０
０
円
と
試
算

し
比
較
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

近
年
の
主
食
用
米
の
価
格
下
落
や
、

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
改
正
を

踏
ま
え
て
、
耕
作
面
積
割
の
田
と
畑
が

同
じ
割
合
で
上
が
る
の
は
水
稲
農
家
に

と
っ
て
大
変
厳
し
い
の
で
、
再
度
公
平

性
を
考
え
て
協
議
し
て
ほ
し
い
。

　
　

平
成
19
年
に
調
整
し
た
経
過
に
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　
　

賦
課
金
を
増
額
す
る
な
ら
ば
、
ハ

ウ
ス
助
成
に
対
し
て
既
存
の
も
の
に
助

成
を
行
う
な
ど
、
条
件
緩
和
を
併
せ
て

検
討
願
い
た
い
。

　
　

以
前
に
も
、
更
新
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
た
経
過
に
あ
り
ま
す
。
今
年
度
に
お

い
て
は
、
ト
マ
ト
作
付
面
積
維
持
の
た
め
、

あ
ら
た
め
て
要
望
調
査
等
を
行
い
、
検
討

い
た
し
ま
す
。

　
　

賦
課
金
を
上
げ
る
の
で
あ
れ
ば
家

畜
割
も
含
め
全
体
を
改
定
す
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

　
　

営
農
指
導
事
業
費
の
畜
産
関
係
に
お

い
て
は
、
昨
年
に
限
り
、
良
質
堆
肥
生
産

に
向
け
て
撹
拌
機
導
入
の
た
め
、
費
用
が

増
加
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
に
お

き
ま
し
て
は
、
賦
課
金
徴
収
額
で
ほ
ぼ
賄

え
る
た
め
、
据
え
置
き
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

賦
課
金
を
上
げ
る
以
前
に
改
善
策

は
無
か
っ
た
の
か
。
営
農
改
善
費
の
収

支
に
見
合
う
支
出
を
し
て
は
ど
う
か
。

よ
り
詳
細
な
説
明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

事
業
管
理
費
等
、
経
費
抑
制
に
努
め

た
経
過
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ

さ
い
。

◇
◆ 

畜
産
部 

◆
◇

　
　

酪
農
ヘ
ル
パ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。

人
材
育
成
す
る
期
間
が
短
く
新
人
育
成

が
難
し
い
。
人
材
育
成
施
設
等
で
長
期

研
修
等
を
さ
せ
た
い
。
何
か
助
成
で
き

る
よ
う
な
支
援
を
対
策
し
て
ほ
し
い
。

　
　

関
係
機
関
よ
り
情
報
提
供
を
受
け
、

各
種
事
業
を
活
用
し
て
研
修
機
関
を
利
用

し
た
基
礎
研
修
の
受
講
を
推
進
し
、
新
人

ヘ
ル
パ
ー
の
育
成
を
図
れ
る
よ
う
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

ほ
と
ん
ど
の
牛
舎
設
備
等
で
電
力

を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
落
雷
に
よ
る

停
電
が
あ
る
と
作
業
に
支
障
が
で
る
。

避
雷
針
な
ど
を
設
置
す
る
対
策
は
で
き

な
い
か
。

　
　

町
行
政
に
協
力
を
仰
ぎ
、
方
策
を
検

討
い
た
し
ま
す
。

◇
◆ 

販
売
部 

◆
◇

　
　

小
麦
か
ら
豆
類
へ
の
作
付
誘
導
を

推
進
し
て
い
る
が
、
高
齢
化
等
も
あ
り

小
麦
の
作
付
面
積
を
減
ら
せ
な
い
中
で
、

施
設
の
増
強
や
今
後
の
小
麦
作
付
過
剰

対
策
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

施
設
増
強
は
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
周
辺

に
建
設
ス
ペ
ー
ス
が
無
い
こ
と
等
か
ら
難

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
連
作
に

よ
る
品
質
・
収
量
の
低
下
回
避
に
向
け
て

も
、
大
豆
や
馬
鈴
薯
等
へ
の
転
換
に
よ
り

小
麦
作
付
抑
制
に
よ
る
輪
作
体
系
の
見
直

し
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

加
工
野
菜
に
つ
い
て
加
工
ス
イ
ー

ト
コ
ー
ン
の
補
助
事
業
完
了
に
よ
る
面

積
維
持
や
、
加
工
馬
鈴
薯
の
カ
ル
ビ
ー

ポ
テ
ト
契
約
の
価
格
上
昇
等
を
踏
ま
え

て
、
び
え
い
フ
ー
ズ
㈱
と
の
価
格
交
渉

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　

び
え
い
フ
ー
ズ
㈱
と
継
続
的
に
価
格

交
渉
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
各
作
物

と
も
事
業
終
了
時
に
は
、
作
付
が
減
少
す

る
傾
向
に
あ
り
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ

か
ら
価
格
交
渉
が
難
航
し
て
い
ま
す
。
加

工
馬
鈴
薯
に
つ
い
て
も
、
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
決
定
次
第
取
引
要

領
を
含
め
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

ト
マ
ト
の
増
反
推
進
を
し
て
い
る

が
受
入
体
制
が
大
丈
夫
な
の
か
疑
問
で

あ
る
。
夏
期
の
高
温
時
に
お
け
る
選
果

場
の
原
料
保
管
に
つ
い
て
品
質
劣
化
を

防
ぐ
受
入
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

　
　

出
荷
順
毎
に
選
果
す
る
よ
う
選
果
場

担
当
者
と
調
整
を
し
て
い
ま
す
。
出
荷
ピ

ー
ク
時
の
高
温
対
策
を
検
討
し
取
り
組
み

ま
す
。

　
　

販
売
部
品
目
担
当
者
に
つ
い
て
、

最
近
は
品
目
担
当
者
の
担
当
年
数
が
短

い
た
め
販
売
力
の
増
強
に
つ
な
が
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
も
担
当
経
験
者
に
よ
る
サ
ポ
ー

ト
等
、
タ
ッ
グ
体
制
を
活
か
し
販
売
強
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

各
生
産
部
会
で
の
営
農
改
善
費
に

つ
い
て
、
道
外
研
修
等
で
の
個
人
負
担

割
合
に
大
き
く
違
い
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　
　

各
部
会
研
修
内
容
を
再
確
認
し
、
引

き
続
き
個
人
負
担
割
合
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

◇
◆ 

購
買
部 

◆
◇

　
　

予
約
取
り
ま
と
め
農
薬
の
奨
励
金

措
置
に
つ
い
て
、
返
品
率
に
応
じ
た
返

戻
が
目
減
り
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｊ
Ａ

と
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
を
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
み
て
は
ど
う
か
。

例
え
ば
、
Ｊ
Ａ
は
需
要
期
の
対
応
可
能

な
在
庫
を
確
保
し
、
組
合
員
は
返
品
は

し
な
い
と
い
う
認
識
の
も
と
で
余
剰
な

申
し
込
み
を
し
な
い
等
の
啓
蒙
を
呼
び

か
け
、
お
互
い
に
必
要
な
在
庫
管
理
の

徹
底
に
努
め
れ
ば
い
い
と
思
う
。

　
　

農
薬
返
品
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、

今
回
か
ら
返
品
の
割
合
に
応
じ
て
奨
励
金

の
率
を
見
直
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
当
用
期
に
つ
い
て
は
特
別

な
も
の
を
除
き
在
庫
を
切
ら
さ
な
い
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の

農
薬
推
進
時
に
も
適
正
な
数
量
で
の
注
文

に
つ
い
て
啓
蒙
を
行
う
等
、
対
応
に
向
け

工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

生
産
資
材
課
の
繁
忙
期
対
応
に
つ

い
て
連
休
（
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
等
）

の
対
応
を
再
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　
　

現
在
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
か
ら

８
月
ま
で
の
繁
忙
期
対
応
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
９
月
に
つ
い
て
は
利
用
件
数
の

減
少
か
ら
数
年
前
よ
り
８
月
ま
で
に
短
縮

し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー

ク
連
休
対
応
に
つ
い
て
再
度
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。
繁
忙
期
対
応
の
日
程
が
決
ま

り
次
第
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
な
お
、
来
年
以
降
の
日
程
に
つ
い
て

は
利
用
状
況
を
考
慮
し
改
め
て
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
工
場
に
つ
い
て
、

機
械
修
理
等
を
依
頼
す
る
際
に
対
応
で

き
な
い
時
が
あ
る
の
で
、
人
員
の
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
研
修
セ
ン
タ

ー
で
使
用
し
て
い
る
工
具
・
機
械
や
溶

接
機
も
古
い
た
め
新
し
い
工
具
・
機
械

を
更
新
し
て
ほ
し
い
。

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
知
人
等
、
経
験
年

数
が
あ
る
方
の
求
人
募
集
を
し
て
お
り
ま

す
。
組
合
員
に
ご
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
、
人
員
の
確
保
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
機
械
や
溶
接
機
等
に
つ
い
て
古
い

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
使
用
可
能
な
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
額
な
機
械
に
も

な
る
の
で
新
品
・
中
古
な
ど
費
用
対
効
果

を
考
慮
し
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

研
修
セ
ン
タ
ー
で
の
自
主
整
備
に

お
い
て
整
備
工
場
の
空
き
情
報
等
を
周

知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
た
研
修
セ

ン
タ
ー
利
用
状
況
な
ど
を
周
知
出
来
る
よ

う
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

農
繁
期
に
携
行
缶
で
ガ
ソ
リ
ン
を

購
入
し
た
い
と
き
に
、
大
町
セ
ル
フ
で

の
対
応
が
可
能
で
あ
れ
ば
組
合
員
に
周

知
し
て
ほ
し
い
。

　
　

大
町
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
で
の
携
行
缶

へ
の
給
油
対
応
は
現
在
で
も
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
大
町
で
の
携
行
缶
へ
の
給
油
は
、

有
資
格
者
が
給
油
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ス
タ
ン
ド
ス
タ

ッ
フ
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

　
　

ガ
ソ
リ
ン
価
格
等
を
携
帯
電
話
ア

プ
リ
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
で
知
ら
せ
て
ほ

し
い
。

　
　

Ｊ
Ａ
コ
ネ
ク
ト
を
活
用
し
た
情
報
提

供
に
つ
い
て
今
後
検
討
い
た
し
ま
す
。
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１日農業バイト　運用の流れ

応募人数の内訳
応募状態
応募（待ち）
働いた件数
辞退
中止
遠慮

ドタキャン

件数
44件
557件
54件
96件
112件
3件

備　　　　　　考
応募中や未成立の件数（キャンセル待ちを含む）　
生産者が求職者の応募を採用し、仕事が成立した件数　
成立後に、求職者都合によるキャンセル件数　
成立後に、天候などのやむを得ない理由によるキャンセル件数　
様々な理由による生産者側からのキャンセル件数　
開催日当日に、求職者が来なかった件数　

マッチングの集計結果
集計項目
募集人数
応募人数
成立人数
マッチング率
募集倍率

集計結果
673人
866人
653人
97%
128%

備　　　　　　考
生産者が仕事に対して募集を行った延べ人数（件数）
仕事に対して応募のあった延べ人数（件数）
以下の応募状態を合計した延べ人数（件数）[成立, 中止]
成立人数÷募集人数
応募人数÷募集人数　

（表１）仕事の基本データ
4/1 ～ 10/31
140日
12人
269件

利 用 期 間
利 用 日 数
利用生産者数
登録仕事数

（
１
）
働
い
た
件
数
５
５
７
件
か
ら
み
て

と
れ
る
傾
向

〇
１
人
が
働
い
た
回
数

　

実
際
に
働
い
た
５
５
７
件
の
実
数
は
１
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デ
イ
ワ
ー
ク
へ
の
ア
ク
セ
ス
は

１
３
０
０
件
以
上

組
合
員
12
人
の
利
用
で
５
５
７
件
の

労
働
力
を
確
保
で
き
ま
し
た
！

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
１
日
農
業
バ

イ
ト
デ
イ
ワ
ー
ク

（
以
下
「
デ
イ
ワ
ー

ク
」
）
は
、
生
産
者

と
求
職
者
を
１
日
単

位
で
結
び
つ
け
る
サ

ー
ビ
ス
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
農
業
バ
イ
ト

は
、
数
週
間
単
位
や

シ
ー
ズ
ン
単
位
で
、

連
続
し
た
雇
用
が
普

通
で
し
た
が
、
人
口

が
減
り
高
齢
化
が
進

ん
だ
今
、
労
働
力
不

足
を
解
消
す
る
た
め

の
画
期
的
な
手
段
と

し
て
全
国
的
に
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
は
当

Ｊ
Ａ
の
組
合
員
12
名

が
田
植
え
の
補
助
、

ト
マ
ト
の
管
理
・
収

穫
、
馬
鈴
薯
の
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
作
業
な
ど

で
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
。
延
べ
５
５
７
件

の
労
働
力
を
確
保
し
ま
し
た
。

１　
当
Ｊ
Ａ
で
の
利
用

　
　
状
況
に
つ
い
て

〇
マ
ッ
チ
ン
グ
率
は
97
％

　

Ｊ
Ａ
び
え
い
全
体
で
は
、

募
集
人
数
６
７
３
人
に
対

し
８
６
６
人
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。
マ
ッ
チ
ン
グ

率
（
成
立
人
数
÷
募
集
人

数
）
は
97
％
、
倍
率
は
１
．

２
８
（
１
つ
の
募
集
に
対

し
平
均
で
１
．
２
８
人
の

応
募
）
と
な
り
ま
し
た
。

（
シ
ス
テ
ム
上
の
集
計
結

果
は
以
下
（
表
１
）
の
と

お
り
）

２
０
人
で
、
１
人
が
働
い
た
平
均
回
数
は

４
．
６
４
回
と
な
り
ま
し
た
。
１
回
の
み

が
42
人
と
最
も
多
く
、
２
回
14
人
、
３
回

が
13
人
と
続
き
ま
す
。
（
図
１
参
照
）
最

も
多
い
人
は
31
回
、
20
回
以
上
働
い
た
人

は
３
名
も
い
ま
し
た
。

〇
性
別

　

５
５
７
件
の

う
ち
男
性
が
３

６
８
件
、
女
性

が
１
８
９
件
で

男
性
が
６
割
を

占
め
ま
し
た
。

　

職
業
は
男
女

共
に
会
社
員

（
正
社
員
）
が

最
も
多
く
、
女

性
は
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
も

多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

〇
住
所
別

　

働
き
に
来
ら
れ
た
方
の
８
割
は
近
隣
市

町
か
ら
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
全

体
の
半
数
以
上
は
旭
川
市
内
か
ら
で
、
人

口
の
多
い
都
市
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
が

強
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
札
幌

市
を
は
じ
め
と
す
る
道
内
各
地
か
ら
も
働

き
が
あ
り
ま
し
た
。
深
川
市
や
岩
見
沢
市

に
あ
る
大
学
か
ら
学
生
が
働
き
に
き
た
こ

と
も
あ
り
、
空
知
管
内
が
比
較
的
多
く
な

り
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も
67
件
の
利
用
者

が
あ
り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

〇
年
齢
構
成

　

年
代
別
で
は
40
代
が
１
９
１
件
と
最
も

多
く
、
次
い
で
30
代
、
50
代
の
順
と
な
り

ま
し
た
。
20
代
で
は
繁
忙
期
が
夏
休
み
期

間
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
働

き
手
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

若
い
う
ち
か
ら
第
一
次
産
業
に
関
わ
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、
そ
の
機
会
を
デ

イ
ワ
ー
ク
で
提
供
で
き
た
こ
と
は
農
業
に

対
す
る
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
デ
イ
ワ

ー
ク
の
存
在
や
農
業
体
験
に
つ
い
て
広
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
デ

イ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
貢
献
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〇
職
業
別

　

職
業
別
で
は
正
社
員
の
会
社
員
が
最
も

多
く
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
関
わ
り
の
な
か

っ
た
方
が
農
業
に
関
わ
り
を
持
て
た
こ
と
、

副
業
の
働
き
先
と
し
て
の
農
業
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
副
業
と
し
て
の
農
業
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
２
）
働
い
た
件
数
５
５
７
件
。
実
際
に

働
い
た
の
は
１
２
０
人
で
し
た
。

〇
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
年

　

町
内
に
働
き
に
来
た
実
数
１
２
０
人
の

う
ち
９
割
が
２
０
２
１
年
か
ら
デ
イ
ワ
ー

ク
を
利
用
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な

ど
に
よ
り
ア
プ
リ
登
録
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
が
、
デ
イ

ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
仕
事
」
が

あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
募
集
が
増
え
た
た
め
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
：
登
録
さ
れ
て
い
る
仕
事
数
を

増
や
す
。
＝
デ
イ
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
募
集
を
増
や
す
。

〇
働
い
た
人
と
住
所
の
内
訳

　

１
人
あ
た
り
の
働
い
た
回
数
は
図
１
で

示
し
ま
し
た
が
、
旭
川
市
か
ら
は
56
人
が

合
計
３
０
７
回
働
き
（
平
均
で
１
人
あ
た

り
５
．
５
回
）
、
町
内
か
ら
は
19
人
が
67

回
（
３
．
５
回
／
人
）
、
近
隣
市
町
か
ら

は
10
人
が
77
回
（
７
．
７
回
／
人
）
働
き

ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
近
隣
、
特
に
旭
川
市
内
の
登

録
者
を
増
や
す
。
＝
デ
イ
ワ

ー
ク
を
使
っ
て
募
集
を
増
や

す
。

　
　
　
　
　
道
内
各
地
、
道
外
か
ら
の
強

者
も
存
在
。
＝
デ
イ
ワ
ー
ク

の
全
国
的
な
普
及
。

〇
デ
イ
ワ
ー
ク
の
利
用
状
況

　

１
２
０
人
の
う
ち
美
瑛
町
を
き
っ
か
け

に
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
人
は
74
人
い
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
の
55
人
は
当
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
の
と
こ
ろ
だ
け
に
、
19
人
が
町
内
で

働
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
他
の
地
域
で
も

デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
働
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
残
り
の
46
人
は
他
の
地
域
で

働
い
た
こ
と
の
あ
る
人
で
す
。

　

働
い
た
回
数
が
「
１
回
の
み
」
は
42
人

で
す
が
、
町
内
の
み
１
回
の
21
人
を
除
け

ば
、
99
人
が
デ
イ
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
複
数

回
働
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

上
川
管
内
の
複
数
の
Ｊ
Ａ
で
先
行
し
て

デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
募

集
に
対
し
て
応
募
数
は
少
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
令
和
３
年
か
ら
当
Ｊ
Ａ

が
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
登

録
者
が
増
加
、
旭
川
市
等
か
ら
の
応
募
者

が
他
の
地
域
に
も
流
れ
、
応
募
状
況
に
も

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

※

後
編
は
、
丘
の
大
地
５
月
号
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

２
０
２
１
年
の
１
日
農
業
バ
イ
ト

　
　
　
（
デ
イ
ワ
ー
ク
）
前
編

２
０
２
１
年
の
１
日
農
業
バ
イ
ト

　
　
　
（
デ
イ
ワ
ー
ク
）
前
編



（図４）年齢構成

（図５）職業別内訳

（図１）１人が働いた回数
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（
１
）
働
い
た
件
数
５
５
７
件
か
ら
み
て

と
れ
る
傾
向

〇
１
人
が
働
い
た
回
数

　

実
際
に
働
い
た
５
５
７
件
の
実
数
は
１
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２
０
人
で
、
１
人
が
働
い
た
平
均
回
数
は

４
．
６
４
回
と
な
り
ま
し
た
。
１
回
の
み

が
42
人
と
最
も
多
く
、
２
回
14
人
、
３
回

が
13
人
と
続
き
ま
す
。
（
図
１
参
照
）
最

も
多
い
人
は
31
回
、
20
回
以
上
働
い
た
人

は
３
名
も
い
ま
し
た
。

〇
性
別

　

５
５
７
件
の

う
ち
男
性
が
３

６
８
件
、
女
性

が
１
８
９
件
で

男
性
が
６
割
を

占
め
ま
し
た
。

　

職
業
は
男
女

共
に
会
社
員

（
正
社
員
）
が

最
も
多
く
、
女

性
は
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
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多
く
み
ら
れ
ま

し
た
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別

　

働
き
に
来
ら
れ
た
方
の
８
割
は
近
隣
市

町
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ら
と
い
う
結
果
と
な
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全

体
の
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旭
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市
内
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で
、
人
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の
多
い
都
市
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
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強
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で
あ
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と
い
え
ま
す
。
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た
、
札
幌

市
を
は
じ
め
と
す
る
道
内
各
地
か
ら
も
働

き
が
あ
り
ま
し
た
。
深
川
市
や
岩
見
沢
市

に
あ
る
大
学
か
ら
学
生
が
働
き
に
き
た
こ

と
も
あ
り
、
空
知
管
内
が
比
較
的
多
く
な

り
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も
67
件
の
利
用
者

が
あ
り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
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〇
年
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構
成

　

年
代
別
で
は
40
代
が
１
９
１
件
と
最
も

多
く
、
次
い
で
30
代
、
50
代
の
順
と
な
り

ま
し
た
。
20
代
で
は
繁
忙
期
が
夏
休
み
期

間
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
働

き
手
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

若
い
う
ち
か
ら
第
一
次
産
業
に
関
わ
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、
そ
の
機
会
を
デ

イ
ワ
ー
ク
で
提
供
で
き
た
こ
と
は
農
業
に

対
す
る
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
デ
イ
ワ

ー
ク
の
存
在
や
農
業
体
験
に
つ
い
て
広
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
デ

イ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
貢
献
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〇
職
業
別

　

職
業
別
で
は
正
社
員
の
会
社
員
が
最
も

多
く
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
関
わ
り
の
な
か

っ
た
方
が
農
業
に
関
わ
り
を
持
て
た
こ
と
、

副
業
の
働
き
先
と
し
て
の
農
業
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
副
業
と
し
て
の
農
業
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
２
）
働
い
た
件
数
５
５
７
件
。
実
際
に

働
い
た
の
は
１
２
０
人
で
し
た
。

〇
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
年

　

町
内
に
働
き
に
来
た
実
数
１
２
０
人
の

う
ち
９
割
が
２
０
２
１
年
か
ら
デ
イ
ワ
ー

ク
を
利
用
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な

ど
に
よ
り
ア
プ
リ
登
録
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
が
、
デ
イ

ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
仕
事
」
が

あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
募
集
が
増
え
た
た
め
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
：
登
録
さ
れ
て
い
る
仕
事
数
を

増
や
す
。
＝
デ
イ
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
募
集
を
増
や
す
。

〇
働
い
た
人
と
住
所
の
内
訳

　

１
人
あ
た
り
の
働
い
た
回
数
は
図
１
で

示
し
ま
し
た
が
、
旭
川
市
か
ら
は
56
人
が

合
計
３
０
７
回
働
き
（
平
均
で
１
人
あ
た

り
５
．
５
回
）
、
町
内
か
ら
は
19
人
が
67

回
（
３
．
５
回
／
人
）
、
近
隣
市
町
か
ら

は
10
人
が
77
回
（
７
．
７
回
／
人
）
働
き

ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
近
隣
、
特
に
旭
川
市
内
の
登

録
者
を
増
や
す
。
＝
デ
イ
ワ

ー
ク
を
使
っ
て
募
集
を
増
や

す
。

　
　
　
　
　
道
内
各
地
、
道
外
か
ら
の
強

者
も
存
在
。
＝
デ
イ
ワ
ー
ク

の
全
国
的
な
普
及
。

〇
デ
イ
ワ
ー
ク
の
利
用
状
況

　

１
２
０
人
の
う
ち
美
瑛
町
を
き
っ
か
け

に
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
人
は
74
人
い
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
の
55
人
は
当
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
の
と
こ
ろ
だ
け
に
、
19
人
が
町
内
で

働
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
他
の
地
域
で
も

デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
働
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
残
り
の
46
人
は
他
の
地
域
で

働
い
た
こ
と
の
あ
る
人
で
す
。

　

働
い
た
回
数
が
「
１
回
の
み
」
は
42
人

で
す
が
、
町
内
の
み
１
回
の
21
人
を
除
け

ば
、
99
人
が
デ
イ
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
複
数

回
働
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

上
川
管
内
の
複
数
の
Ｊ
Ａ
で
先
行
し
て

デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
募

集
に
対
し
て
応
募
数
は
少
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
令
和
３
年
か
ら
当
Ｊ
Ａ

が
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
登

録
者
が
増
加
、
旭
川
市
等
か
ら
の
応
募
者

が
他
の
地
域
に
も
流
れ
、
応
募
状
況
に
も

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

※

後
編
は
、
丘
の
大
地
５
月
号
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。



（図７）働いた人と住所の内訳

デイワークの利用状況と働いた回数（単位：人）

（図６）デイワークを始めた年
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（表２）働いた回数ごとの詳細　
美瑛で働いた回数 美瑛町のみ 他の地域でも利用 他の地域から 合　計

１回
２回
３回
４回
５回

６～９回
10回以上
20回以上
30回以上
合計

21
５
８
３
７
５
４
２

55

５
２

１
３
２
６

19

16
７
５
７
２
５
２
１
１
46

42
14
13
11
12
12
12
３
１
120

（
１
）
働
い
た
件
数
５
５
７
件
か
ら
み
て

と
れ
る
傾
向

〇
１
人
が
働
い
た
回
数

　

実
際
に
働
い
た
５
５
７
件
の
実
数
は
１
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10

２
０
人
で
、
１
人
が
働
い
た
平
均
回
数
は

４
．
６
４
回
と
な
り
ま
し
た
。
１
回
の
み

が
42
人
と
最
も
多
く
、
２
回
14
人
、
３
回

が
13
人
と
続
き
ま
す
。
（
図
１
参
照
）
最

も
多
い
人
は
31
回
、
20
回
以
上
働
い
た
人

は
３
名
も
い
ま
し
た
。

〇
性
別

　

５
５
７
件
の

う
ち
男
性
が
３

６
８
件
、
女
性

が
１
８
９
件
で

男
性
が
６
割
を

占
め
ま
し
た
。

　

職
業
は
男
女

共
に
会
社
員

（
正
社
員
）
が

最
も
多
く
、
女

性
は
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
も

多
く
み
ら
れ
ま

し
た
。

〇
住
所
別

　

働
き
に
来
ら
れ
た
方
の
８
割
は
近
隣
市

町
か
ら
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
全

体
の
半
数
以
上
は
旭
川
市
内
か
ら
で
、
人

口
の
多
い
都
市
が
隣
接
し
て
い
る
こ
と
が

強
み
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
札
幌

市
を
は
じ
め
と
す
る
道
内
各
地
か
ら
も
働

き
が
あ
り
ま
し
た
。
深
川
市
や
岩
見
沢
市

に
あ
る
大
学
か
ら
学
生
が
働
き
に
き
た
こ

と
も
あ
り
、
空
知
管
内
が
比
較
的
多
く
な

り
ま
し
た
。
町
内
か
ら
も
67
件
の
利
用
者

が
あ
り
、
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

〇
年
齢
構
成

　

年
代
別
で
は
40
代
が
１
９
１
件
と
最
も

多
く
、
次
い
で
30
代
、
50
代
の
順
と
な
り

ま
し
た
。
20
代
で
は
繁
忙
期
が
夏
休
み
期

間
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
学
生
の
働

き
手
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

若
い
う
ち
か
ら
第
一
次
産
業
に
関
わ
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
で
、
そ
の
機
会
を
デ

イ
ワ
ー
ク
で
提
供
で
き
た
こ
と
は
農
業
に

対
す
る
新
た
な
関
係
人
口
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
デ
イ
ワ

ー
ク
の
存
在
や
農
業
体
験
に
つ
い
て
広
く

紹
介
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
デ

イ
ワ
ー
ク
の
普
及
促
進
に
貢
献
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〇
職
業
別

　

職
業
別
で
は
正
社
員
の
会
社
員
が
最
も

多
く
、
こ
れ
ま
で
農
業
に
関
わ
り
の
な
か

っ
た
方
が
農
業
に
関
わ
り
を
持
て
た
こ
と
、

副
業
の
働
き
先
と
し
て
の
農
業
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
副
業
と
し
て
の
農
業
の
持
つ

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
２
）
働
い
た
件
数
５
５
７
件
。
実
際
に

働
い
た
の
は
１
２
０
人
で
し
た
。

〇
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
年

　

町
内
に
働
き
に
来
た
実
数
１
２
０
人
の

う
ち
９
割
が
２
０
２
１
年
か
ら
デ
イ
ワ
ー

ク
を
利
用
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な

ど
に
よ
り
ア
プ
リ
登
録
者
が
増
え
た
こ
と

に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
す
が
、
デ
イ

ワ
ー
ク
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
仕
事
」
が

あ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
デ
イ
ワ
ー
ク
を
利

用
し
た
募
集
が
増
え
た
た
め
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
：
登
録
さ
れ
て
い
る
仕
事
数
を

増
や
す
。
＝
デ
イ
ワ
ー
ク
を

使
っ
て
募
集
を
増
や
す
。

〇
働
い
た
人
と
住
所
の
内
訳

　

１
人
あ
た
り
の
働
い
た
回
数
は
図
１
で

示
し
ま
し
た
が
、
旭
川
市
か
ら
は
56
人
が

合
計
３
０
７
回
働
き
（
平
均
で
１
人
あ
た

り
５
．
５
回
）
、
町
内
か
ら
は
19
人
が
67

回
（
３
．
５
回
／
人
）
、
近
隣
市
町
か
ら

は
10
人
が
77
回
（
７
．
７
回
／
人
）
働
き

ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
：
近
隣
、
特
に
旭
川
市
内
の
登

録
者
を
増
や
す
。
＝
デ
イ
ワ

ー
ク
を
使
っ
て
募
集
を
増
や

す
。

　
　
　
　
　
道
内
各
地
、
道
外
か
ら
の
強

者
も
存
在
。
＝
デ
イ
ワ
ー
ク

の
全
国
的
な
普
及
。

〇
デ
イ
ワ
ー
ク
の
利
用
状
況

　

１
２
０
人
の
う
ち
美
瑛
町
を
き
っ
か
け

に
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
人
は
74
人
い
ま

し
た
。
こ
の
う
ち
の
55
人
は
当
Ｊ
Ａ
の
組

合
員
の
と
こ
ろ
だ
け
に
、
19
人
が
町
内
で

働
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
他
の
地
域
で
も

デ
イ
ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
働
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
残
り
の
46
人
は
他
の
地
域
で

働
い
た
こ
と
の
あ
る
人
で
す
。

　

働
い
た
回
数
が
「
１
回
の
み
」
は
42
人

で
す
が
、
町
内
の
み
１
回
の
21
人
を
除
け

ば
、
99
人
が
デ
イ
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
複
数

回
働
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

上
川
管
内
の
複
数
の
Ｊ
Ａ
で
先
行
し
て

デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
て
い
ま
し
た
が
、
募

集
に
対
し
て
応
募
数
は
少
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
令
和
３
年
か
ら
当
Ｊ
Ａ

が
デ
イ
ワ
ー
ク
を
始
め
た
こ
と
に
よ
り
登

録
者
が
増
加
、
旭
川
市
等
か
ら
の
応
募
者

が
他
の
地
域
に
も
流
れ
、
応
募
状
況
に
も

影
響
を
与
え
ま
し
た
。

※

後
編
は
、
丘
の
大
地
５
月
号
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。
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「
タ
ケ
ノ
コ
と

　
ソ
ラ
マ
メ
の

　
チ
ー
ズ
フ
リ
ッ
ト
」

「
タ
ケ
ノ
コ
と

　
ソ
ラ
マ
メ
の

　
チ
ー
ズ
フ
リ
ッ
ト
」

永井　智一（ながい・ともかず）
茨城県笠間市にある

「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

タケノコ（あく抜きしておく）
ソラマメ
サラダ油
レモン
◆揚げ衣A 
　薄力粉
　炭酸水
　パルメザンチーズ
　塩

……小1本
…………………………6粒
………………………適宜

…………………………1切れ

………………………50g
……………………80ml

…………大さじ1
　……………………………少々

⑴タケノコは皮付きのまま半分に切り、中を取り出しさ
らに2等分にする。ソラマメはさやから取り出し皮をむ
く。

⑵Aの材料を混ぜ合わせ揚げ衣を作り、⑴のタケノコと
ソラマメをくぐらせ、170度のサラダ油で裏表を返し
ながら2～3分揚げる。

⑶器にタケノコの皮を置き、揚がったタケノコとソラマ
メを盛り付けレモンを添える。

4
【全体運】活力に満ちあふれ、前進のときで
す。素晴らしいアイデアにも恵まれます。
計画をさらにクオリティーアップさせて
【健康運】ストレッチで血行促進を図りま
しょう
【幸運の食べ物】ウルイ

【全体運】大きく高めの目標が幸運を呼び
込みます。難題も無理と決め付けず「なん
とかならないか ?」と考えてみましょう
【健康運】むちゃはしないで。交通ルールを
順守し慎重に
【幸運の食べ物】新タマネギ

【全体運】楽しい予定を立てると気力が倍
増。趣味を中心にやりたいことリストを作
るのもお勧めです。大切な連絡は早めに
【健康運】前半は活動的に、後半はゆったり
過ごして吉
【幸運の食べ物】トマト

【全体運】上昇運です。思い通りにならない
ことは解消の兆し。丁寧な作業を心掛け、
長期戦で取り組んで。金運も回復へ
【健康運】無理は禁物。後半から回復。運動
量を増やして
【幸運の食べ物】ゴーヤー

【全体運】一難去ってまた一難、状況が目ま
ぐるしく変わりそう。臨機応変に。考え過
ぎず素早く動いてベター
【健康運】弱い部分をいたわりつつペース
配分を考えて
【幸運の食べ物】ノビル

【全体運】やることが山積みで目の回るよ
うな忙しさに。まずは自分のことより家族
を優先。うれしいお返しがありそうです
【健康運】頑張りが利くとき。筋トレもお勧
めです
【幸運の食べ物】アシタバ

【全体運】勢いのある良好運。頼み事は良い
返事をもらえそう。ただ後半は謙虚さも必
要。強く出過ぎず協調性を発揮して
【健康運】前半は良好。後半は小まめに休憩
を入れて◎
【幸運の食べ物】ソラマメ

【全体運】スタートダッシュで勝負をかけ
るのが成功の鍵。一気に押してこぼれたも
のは諦めて。優先順位が肝心です
【健康運】良い記録を出せそう。試合などに
も参加を
【幸運の食べ物】クレソン

【全体運】波に乗っていけそうですが、運勢
は後半から下降。気を引き締めていきまし
ょう。丁寧な連絡と準備で乗り切って
【健康運】おいしいものを食べてゆっくり
する時間も大切に
【幸運の食べ物】タケノコ

【全体運】注目度が上がり忙しくなりそう。
人が嫌がる作業を率先して引き受けると
株が上がります。スキル磨きもお勧め
【健康運】腰痛や肩凝りのケアに力を入れ
ると改善へ
【幸運の食べ物】サザエ

【全体運】頭の中で考えているだけだと抜
け落ちが出そう。簡単なことでもメモを活
用して。予定を立てるとスムーズに
【健康運】ゆっくり回復へ。慌てず養生して
◎
【幸運の食べ物】山ウド

【全体運】周囲の助力を得やすい月です。あ
まり遠慮はしないで。「ありがとう」と受け
入れた方が相手もうれしいはず
【健康運】ウオーキングなど下半身を重点
的に動かして
【幸運の食べ物】セロリ
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①
新
１
年
生
を
迎
え
る
行
事
で
す

②
『
ロ
ー
マ
の
休
日
』
や
『
プ
リ
テ

ィ
・
ウ
ー
マ
ン
』
は
―
―
映
画
の

名
作
で
す

③
名
古
屋
市
の
南
側
に
位
置
す
る
―

―
半
島

④
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
や
『
注
文
の

多
い
料
理
店
』
の
作
者

⑥
大
が
Ｌ
、
中
が
Ｍ
な
ら
、
小
は

⑧
黒
い
石
と
白
い
石
で
戦
い
ま
す

⑩
日
本
庭
園
に
敷
か
れ
て
い
る
こ
と

も
⑬
４
月
29
日
は
―
―
の
日
。
国
民
の

祝
日
で
す

⑮
稲
や
麦
の
茎
を
干
し
た
も
の

⑰
表
の
反
対
側

⑲
画
家
が
キ
ャ
ン
バ
ス
に
走
ら
せ
ま

す

②
ナ
ッ
ト
や
ボ
ル
ト
を
締
め
ま
す

⑤
そ
こ
が
彼
の
彼
た
る
―
―
だ

⑦
自
動
車
の
、
地
面
に
触
れ
る
部
分

⑨
調
味
料
控
え
め
で
作
り
ま
し
た

⑪
花
見
の
と
き
に
広
げ
る
こ
と
も

⑫
―
―
を
求
め
て
猫
カ
フ
ェ
に
行
っ

た
⑭
カ
イ
コ
の
餌
に
な
る
植
物

⑯
結
婚
が
決
ま
り
、
―
―
の
顔
合
わ

せ
を
行
っ
た

⑱
お
酒
を
飲
ん
で
い
な
い
状
態

⑳
元
素
記
号
は
Ｕ
。
原
子
力
発
電
所

の
燃
料
に
も
使
わ
れ
ま
す

㉑
こ
こ
20
年
ほ
ど
で
携
帯
す
る
人
が

増
え
ま
し
た

Ｅ
↓
Ａ

☆
当
選
者
は

菊　

地　
　
　

舞 
さ
ん

小　

野　

梨　

沙 

さ
ん

桑　

尾　

ま
す
み 

さ
ん

中　

川　

良　

美 

さ
ん

齊　

藤　

友　

香 

さ
ん

　

 

以
上
の
５
名
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

サ ソリツマナヒ
サ ツクジスイゲ
ク ギヤイカンマ
マ ヨプンラゼネ
ト ウラカゴシキ
ン ブイオトツネ
ガ サドンサバコ

☆
先
月
号
の
こ
た
え
は

『
ネ
ン
ド
マ
ツ
』で
し
た

毎月15日（当日消印有効）、当選者は次号でお知らせします。

9 14 181

7 15 72

12 7 19 212

10 16 7

7 13 203

11 7 177

4

B

D

E E

E

A E

E

E E E

C

5

6

7

7

8

B

E

★ ★ ★ ★

JAびえい
職員ｆｉｌｅ

ｆｉｌｅ．4 コーラが原動力！　

釧路市
出身地

チョコレート、コーラなど甘いもの全般
好きな食べ物

娘と一緒に始めて３年になる、スキーにハマっています。体を動かすと
スッキリするので、ちょこちょこ行ってます。

最近のマイブーム

営農部に来て４年目、地区担当として、美沢、美馬牛、新星、瑠辺蘂、
二股、新区画、置杵牛の皆さんの元へお伺いしています。今までは、総
務部・金融部に10年所属していたので、ご存知ない方もまだまだいら
っしゃるかと思いますが、いろいろな業務で関わる機会もあるかと思い
ますので、どうぞよろしくお願いします！

組合員の皆さんへ



お知らせ

JAび
えいからの
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春のオイル・タイヤ
キャンペーン実施中！

窓口
ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157
オートサービスセンター　☎92-2156

　４月１日㈮から「春のオイル・タイヤキャンペー
ン」を実施いたします。
　期間中に「オイル交換」または「タイヤ予約・購
入」のお客様には、うれしい特典をご用意しておりま
す。皆さまのご来店をお待ちしております！

◆日程：令和４年４月１日㈮から５月31日㈫まで
◆場所：ホクレン美瑛北町給油所
　　　　オートサービスセンター
◆内容：①オイル交換時のエレメント半額サービス！
　　　　（軽および乗用車に限る・エレメントのみの

購入は除く）
　　　　　さらに、アロック会員ポイント進呈！
　　　　②タイヤ予約・購入（新品4本セット）で、

BOXティッシュ５箱プレゼント！
　　　　　さらに、タイヤ組替・バランス工賃・廃タ

イヤ処分料サービス！アロックＶＩＰ会員
なら店頭給油値引！

軽油・灯油用のホームタンク（490L）
無料巡回点検実施中です！

窓口 ホクレン北町給油所　☎92-2157

　軽油・灯油用のホームタンクは、年数が経つにつれ
腐食・サビ等によるトラブルの発生が増える傾向にあ
ります。
　給油所では、ホームタンクのトラブルを未然に防ぐ
ため、ＪＡの指定業者が点検にお伺いします。なお、
近年洗浄済みのお宅には点検に伺いませんのでご了承
願います。

◆点検訪問日　３月29日㈫より巡回を行っております。
◆訪 問 業 者　石油共販㈱
◆点 検 内 容　タンク内外部および設置状況の点検
◆洗 浄 料 金　ホームタンク一基　6,380円（税込）
　　　　　　　灯油配管パイプ内洗浄（２系統まで）
　　　　　　　8,360円（税込）
◆申 込 方 法　点検訪問時または北町給油所
　　　　　　　（作業日は5月中旬以降予定）

■悪質な業者に注意を！■
当委託の業者は、委託証明書を持参しており現金
徴収を直接行いません。不審に思った場合は北町
給油所までご連絡ください。

JAマイカーローン・教育ローンキャンペーン実施中！
◆キャンペーン期間：令和４年６月30日㈭まで
◆キャンペーン金利　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 店頭金利　　　キャンペーン時（最優遇）
　　　　　　　　　　　　①マイカーローン（固定金利）　　　2.30%　　　　　　　1.30%
　　　　　　　　　　　　②教育ローン（固定金利）　　　　　2.30%　　　　　　　1.30%

◆金利引下条件：①インターネットバンキングを利用しているか、申込みをする　　▲0.50％
　　　　　　　　②ネットローンを使用しての申込み　　　▲0.50％
　　　　　　　　（ただし、満20歳未満については、来店必須であることから、ネットローン扱いとする）

　令和４年４月１日㈮より、大町セルフ給油所の営業
時間につきまして下記の通りとさせていただきます。 
　ご不便をおかけいたしますが、組合員皆さまのご理
解をお願いいたします。    

◆大町セルフ給油所
　　　営業時間　午前７：００～　午後８：００

窓口 ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

大町セルフ給油所の営業時間について

窓口 融資課　☎68-7015
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ホクレン配達燃料の盗難補償
（灯油・軽油）について

窓口 ホクレン美瑛北町給油所　☎92-2157

　近年、全道的に灯油等の盗難被害が多発しておりま
す。お客様への安全・安心を目的に、当スタンドでは
盗難補償を付保していますのでお知らせします。

◆保証期間：令和４年４月１日から
　　　　　　令和５年３月31日（１年間）
◆補償対象：家庭用灯油および営農用燃料油
　　　　　　（灯油・軽油）
◆補償内容：
　①家庭用灯油
１事故１ユーザーにつき５万円を上限（補償期間
中に１回のみ）とし灯油の盗難被害相当量を補填

　②営農用燃料油
１ユーザー、10万円を上限（補償期間中）とし
灯油・軽油の盗難被害相当量を補填

　※過去配送履歴等にて使用数量、被害相当量を算出
　※補償にかかる費用負担はありません

◆盗難発生時対応：
　①警察への盗難届提出（受理番号付与）
　②北町給油所への盗難発生報告（上記受理番号が必
要）

　③補償会社にて審査終了後、被害相当量を配送いた
します

窓口

農業融資特別措置のご案内

融資課　☎68-7015

ＪＡ農業経営ステップアップローンの活用で、
令和４年度に限り、資金使途が
農地取得の場合、特別措置を講じます。 

◆特別措置の内容◆ 
ＪＡ農業経営ステップアップローン 
【農地取得に必要な資金】 
最　優　遇 
当初３年間　　年０.４％（固定金利） 
取扱期間：令和４年４月１日～令和５年１月末 
※４年目以降は、0.９％となります。（利子補給０.５％が終了するため。） 
※別途 保証料０.４％が必要となります。 
※担保不要　※個々の借入条件が異なる場合がございます。 

窓口 研修センター　☎92-0588

　美瑛町農業機械協議会では、４月１日から６月30
日までを「春の農作業安全運動期間」とし、『農作業
事故ゼロ運動』のぼり旗を各地域に立て、作業中の事
故防止を呼びかけています。この時期は、頻繁に農業
機械を使用します。農業機械の使用にあたっての危険
性が増大しており、より万全を期した農作業安全対策
が必要となっています。
　ヒヤリ事故や、うっかり事故を起さないように注意
し、農作業事故防止に努めましょう。

農作業事故を未然に防ごう！

窓口 融資課　☎68-7015

主な資金の新規貸付利率
2022.4.1以降の貸付決定案件より適用（単位：年％）

0.80
貯金利率+0.50

2.00
2.50
3.00
0.70

2.30

2.30

都度設定
2.30
2.30
2.50
2.50
2.50
2.50
1.50

貯金利率+0.50
9.70

貯金利率+0.70
2.00

3.00
2.30
2.30
2.30
3.50
3.00
1.25
1.65
2.05
3.00
1.25
1.65
2.05
2.30

借換特例
の場合
1.30

農地取得
の場合
0.90

3年固定
5年固定
10年固定

3年固定
5年固定
10年固定

固定変動
金利選択

固定変動
金利選択

－
－
－
－
－
－
 

1.30

1.30

－
－
1.30
1.30
－
－
－
－
－
－
－
－
－
1.75
1.90
1.90
1.90
2.00
1.75
－
－
－
1.75
－
－
－
1.90

クミカン
貯金担保貸付
共済担保貸付
農産物見返貸付
負債整理資金
制度資金等つなぎ資金

JAフルスペックローン

JA農業経営ステップアップローン

JA農業経営緊急支援資金 
JA新規就農応援資金
JA再生可能エネルギー施設等資金
JA農業後継者応援資金
JA中核農業者応援資金
JA担い手経営対策資金
負債整理資金
新規就農支援資金
当座貸越
カードローン
貯金担保貸付
共済担保貸付
住宅ローンつなぎ資金

農家経済改善資金

マイカーローン
多目的ローン

住宅ローン

リフォームローン

教育ローン
賃貸住宅ローン
事業資金 
賃貸住宅資金

区分 資　金　名 固定金利 変動金利 備考

短
　
期
　
資
　
金

農
　
業
　
資
　
金長
　
期
　
資
　
金

短
　
期
　
資
　
金

生
　
活
　
資
　
金
長
　
期
　
資
　
金

短
期
長
期

事
業
資
金

住宅ローン金利と同率

個別に定める 
個別に定める 
個別に定める 

正組合員に限る

3年経過後再設定
5年経過後再設定
10年経過後再設定

3年経過後再設定
5年経過後再設定
10年経過後再設定
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令和４年度　機械作業標準料金表

窓口 研修センター　☎92-0588

プ ラ ウ

リバーシブルプラウ

サブソイラ－･プラソイラ－

ロータリーハロー

ロータリーハロー

ロータリー

水田代掻きロータリー

ヘビーカルチ等

ブロードキャスター

ライムソアー

マニアスプレッター

融雪剤散布機

フロントローダー

総合播種機

グレンドリル

ポテトプランター

ビート移植機

田植機

カルチベーター

施肥カルチ

ロータリーカルチ

　　〃　　培土付

ブームスプレーヤー

ビークル

モアーコンディショナ

ジャイロテッター

ジャイロレーキ

ロールベーラー

ラッピングマシーン

フォレージハーベスター

コーンハーベスター

ラッピングワゴン

10a

10a

時計時間

10a

10a

10a

10a

時計時間

10a

10a

時計時間

10a

時計時間

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

1個

1個

10a

10a

10a

1,100

1,650

1,650

1,650

2,200

2,420

3,300

1,100

220

330

3,300

660

3,300

550

1,100

1,100

2,750

7,700

550

550

1,100

1,430

550

660

1,650

550

550

1,650

880

3,300

3,300

　275

3本爪　　深さ45㎝基準　　

正転ロータリー1回掛　2回以上協議

逆転ロータリー1回掛

水田耕起

仕上げまで

土改材は55円増

土改材は55円増

6トン基準

スノーモービルも同じ

70～90馬力　トラクター本機5割増

豆類、コーン

小麦専用

2畦

2畦、施肥機、センサー付

成苗ポット550円増

水田

1.5m×1.2m　ロール乾草基準　ネット仕様

フィルム別途

機械名 単位 標準料金 備考

耕
起
・
砕
土
・
整
地

肥
料
・
石
灰
・
堆
肥
散
布

播
種
・
移
植

中
耕
・
除
草
・
管
理

牧
草
・
コ
ー
ン
収
穫

コンバイン（水稲）

スイートコーンハーベスター

ポテトデガー

ポテトリーフチョッパー

ポテトハーベスター

ビーンハーベスター

ビーンスレッシャー

ビートタッパー

ビートハーベスター

豆コンバイン

ビートトレーラー

ホイールタイプ4WD

50～69馬力

70～95馬力

96～105馬力

クローラタイプ

95馬力以下

100馬力以上

ストーンピッカー

除雪機

スノーブロワー

オペレーター料金

移動搬送料金

パワーハロー

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

10a

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

時計時間

5㎞未満

10a

12,100

3,850

1,100

550

11,000

3,300

2,750

880

5,500

8,800

1,650

2,200

2,750

3,300

5,500

6,600

5,500

5,500

2,200

1,430

2,200

1,320

倒状は割増双方協議

茎葉処理

トラクター

大豆2割増

タッパー付料金、タッパー無しは▲880円

倒伏は割増双方協議

セミクローラは1,100円割増　　

セミクローラは1,100円割増　　

セミクローラは1,100円割増　

それ以上は10馬力増すごとに330円加算

30馬力クラス基準、それ以上は双方協議

1㎞増すごとに220円

機械名 単位 標準料金 備考

収
　
　
穫
　
　
機

ト
ラ
ク
タ
ー

そ
　
の
　
他

単価：円（消費税込）

※ 料金は本機のみです。

《例として》耕起作業の場合
※10aの場合
　リバーシブルプラウ
　トラクター（85馬力）
　オペレータ料金

※100aの場合
　リバーシブルプラウ
　トラクター（85馬力）
　オペレータ料金

※但し、地形・地質・面積等により異なりますので、双方協議願います。
※トラクター本機とエンジン付機械の燃料は、利用者の負担になります。
※作業時間 1時間未満は、1時間とみなします。

10a
1時間
1時間

100a
2時間30分
2時間30分

1,650円
2,750円
1,430円

16,500円
6,875円
3,575円

合計5,830円

合計26,950円

窓口 FARMLAND JAびえい店　☎92-3455

お手持ちの発電機、緊急時に動きますか？
2019年の大停電後に、〝もしもの時の備え″として発電機を購入された方が多く

いらっしゃいます。しかしながら多くの方が購入以来 1度も作動およびメンテナンスを
しておらず、緊急時にきちんと動作するか不安だとの声が日増しに多くなっております。

せっかくの備えが、もしもの時に使えないとあっては元も子もありません。

●発電機の点検整備の受付を開始いたします！

総点検整備から

部分的なメンテナンスまで

受け付けております

まずはご相談ください‼



６日（水）

２９日（金）

第71回通常総代会

昭和の日

協
同
の 291億65百万円

71億04百万円
11億25百万円
42億55百万円

貯 金 高
貸 付 高
出 資 金
固定資産

745人
1,852人

正組合員
准組合員

組合員数

  

発生件数　　０件（０件）《２件》
　　負傷　　０人（０人）《２人》
　　死亡　　０人（０人）《０人》

（　）は４年度累計　《　》は昨年同期累計
※負傷者数は農業労災加入者統計より

（3月15日現在）

　新生活の季節ですね！期待に胸を膨らませ、新たな生活に
飛び込んだ皆さんがたくさんいらっしゃることと思います。
私もこの時期になると新しい目標を……立てたくなりますが、
やめました（笑）
　毎年かなわぬダイエットの夢……。先日、そんな私に祖父
が言いました。「夢は寝てから見るものだよ」……はっ！な
るほど！
　というわけで、今夜はスリムになった夢を見たいと思いま
す！……寝る子は育つになりませんように。（麻）

編集後記

ち
か
ら

気をつけましょう！
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ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地ＪＡびえい・くみあいだより　丘の大地
昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）昭和45年３月５日（第３種郵便物認可）
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※百万円未満四捨五入（令和４年２月末）

の主な行事予定4月

第12回理事会　2月22日㈫

理事会の報告

■議案審議事項　
議案第１号　令和３年度決算関係書類原案の承

認について
・原案どおり承認されました。
議案第２号　令和４年度事業計画について
・原案どおり承認されました。
議案第３号　みのり監査法人期中監査Ⅲに係る

経過概要報告について
・原案どおり承認されました。
議案第４号　令和３年度下半期出資金の減口・

譲渡について
・原案どおり承認されました。
議案第５号　リスク管理債権に係る対応方針に

ついて
・原案どおり承認されました。
議案第６号　理事者に対する貸付について
・原案どおり承認されました。
議案第７号　大口信用供与等について
・原案どおり承認されました。
議案第８号　JAバンク基本方針の変更について
・原案どおり承認されました。

◆お世話になりました（3月31日付）

草　野　有　香
【金融部貯金課主任／10年】

職 員 の 動 き
敬称略、【　　】内は退職前の所属部署と勤続年数

　当ＪＡでは、以下の資産の売却を予定しています。
ご購入をご検討の場合、所在地・敷地面積・建物面
積等の詳細につきましては、４月８日㈮までに総務
部（☎92-2111）へお問い合わせください。

JA所有の固定資産の
売却を計画しています
JA所有の固定資産の
売却を計画しています

建物名 備　　考予定価格（税別）
朗根内21号倉庫
南町4号倉庫
水上ライスセンター
憩ライスセンター

小麦乾燥利用に限る
小麦乾燥利用に限る

2,000万円
700万円
1,000万円
1,000万円
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